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1 大原賢二

イワダレソウ（クマツゾラ科）ノ〔LippiaTiodifloraRich，Va廿

samentosaSe抽ノu〕，スズメノトウガ、ラシ（ゴマノハグサ． 科）

、
〔工lysanthesserrata′Makinq〕

．ことにあげた2種の植物は，ダテハモドキめ食草として、知られる． 、2種であ

る。スズメノトウガブシは，水田檻多く7－8月から発芽し，冬には枯死す、

る．。
特、降車期作あとの田んぼに多く． 夏から秋にかけてのクテハモト：キの主

な食草である，。、ィ．ヮダレシ少は，1街中，枯れることは夜の。 鹿児島県にお

けるイワオレソウの．牢布は！福田晴夫氏のr南九州にかけるクテハモドキの

イ轡体数および分野の変動」（日本鱗超学会会報疇煤と蛾’’即刷．1944）

によるlと・，‘大隅半島の佐多町大泊と田尻の海岸付近，となっている。な叙こ′

の2種ゐほかにクテハモド皐の食草として．
オぜノツメノ（Iキツネ．．ノ尋っ酌

〔Eygrophilala益cea独g． 〕が知られて如る。 ′

〔表紙のスズメノトウガラシ． の図は，本校の片倉輝男先生に措レ、ていただ

いた。1－



秋　目

ギョボク葉上のツマベニチョウ終令幼虫

‾〔秋目にて1967．9．10〕刺激を与えたところ



は　＿　じ　　め　　に

生物部というクラブのもつ特権は． 自然に接する時間が長のということである。 いき物が相手葱

やりにくレつことも多レ1。 季節による影響も受けやすレもたか． 自然にとけこんでいけるよう（′こ覆っ

たら，その躊初めてこの大自然の一端にふrした喜びを味わえるのではまかろうカも　われわれ佗対し

て，大自然か何も語りかけ乃1ハと思ったら． それは天頂ちかいである。 ここに貫かれた約50の報

文は，すべて，大自然と接しながら，語りふいをがら書かれたものである。 なる托ど． 声となって

の反応は貴い。 しかし． その反応を芦としてとC1えられるようになれば，「自然を愛しましょう」

とか「自然を守りでしよう」とかいうことモ大げさにわめきたてる必要はなくなろう。 「だがこ才1

を読むと，君たちだってたレ1ぶ自然を荒しているではモレ1のか？」といわれる方があるかもしれな

い。 乾かし′′こ他人から見るとそう思える点があろう。1しかしクラブの全員が，彗物部に入ってレ1る，

とレ1うたけで，花モ愛し，虫をかわいがる。 ど　い　ものか，女性もケムシをこわがらなくなる。

Crtま，やはり自然の中て入りこんた者で別ナれまわからそレ1ことであろつ。 毎年毎年，四季がく

り返さrLる。 みごとな自然むかちくりである。 こrL軒すべて解決せよというのは，もちろん無理夜

話である。 たか，ここに書レ1た人中且，その内千分の1． レ1ヤ何万分の1でもいいから，少しでも

わかってレ1こうとする忍志の現れである。 もちろん，ここに書かれたものかすべて解決されたもの

ではない。 むしろ解決さ訂したものはほとんどないといった万かレ1レ1かもしれ准Lへ。 たが，そrLぞrL

何かやったとレつウことは残るはずである。 坪決するよりでずやることが大切ではなかろうカも　そう

いう点で，わrLわれはこむ1年に対して，ある満足感をもってレ1る。 そしてさらに，またまた足り

なかった． という気持ちも大きい。

〔この「まのせ」にかいては，植物と動物，芙験と採集とレつラム　に　ノく－ト別にかためて報告す

るといつことをせず，自由にあちこちに入訂してみた。 〕

（大原賢二）
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理　科　随　想

校長　　村　野　守　治

小学校時代からどういうものか，理科は得意で授かった。 中学入試の面接で托，君に理科はあま

りよくをレつね．と言わrしたのほショックであった。中学でも理科と数学は不得意を学科で為った。

そJLでも数学は指導の上手な先生が居られて．その先生から教えられる間は数学に興味を持つこと

ができ，、またか覆りよレ1点もとれた。代数の方程式などを解いてゆく喜ひほ，解答がはっきり出て

くるたけに格別をものがあった。また幾伺の方も三角形や四辺形奇書レ1てゆくうちこてなんとか解答

かできて楽しいものであったが．軌跡はどうもにが手で，あまり興味が持てを刀、ウた。

ところで理科であるが，こrLCは中学でも小学校と同じであっ九1生物は割合いに輿喋が持てたが，

化学特に物理が不得手であった。物理の先生は参考書も書いて屠られた程のすぐ訂した先生であった

が，教えられるこちらがその先生についてゆけなレつのだからとクにもならなかった。高等学校には

いってからに理科は自然科学という教科控∵なりて，理亨斗む好きで覆レ1着の多レ1文科系統のものに

とっては某夜教科であって苦労し凄かった。大学では理科か設くてやっと理科の苦しみから解放さ

れてほっとした感じであった。ところが，なかなれ思うよ射てほなら在レ1ものた。

子供達が親に似て理科が不得意で語る。 数学は私に似合わず割合に好きである。良男などほ溝吊襟

時代ん′こた雷に勉強部屋をのぞくと，いつも数学の茶奪、ひろげているので，他の教科も勉強したしっか

と言ったくらい数学好きであったし，現在大学で応用化学を専門らて学んでいるからまあ理科に蘭孫

が探レつわけた。しかし押し孜べて理科は不裾志で，小甲学校の時に理科の宿題を持って釆ら㌃しると

因った。理科辞典を貰って． こJL奪見なさLへよと言り㌫こり．下の子供には兄ちゃんに如きなさのよ

と言ってなんとか宿砲を切り抜けてきたようなぐみレ1である。

しかし私は現在ではもっと理科を勉生してかけはよかった，・と思っている。住宅の前の丘によく

小鳥が飛んでくるか，それらの名前も一向にわからないし，種々の植木や草花の名前もほとんど郊

らなレ、。家庭で使用する薬品など，或いは簡単を電気のことなど日常生活か理科と諾接につなかっ

ているのに学校時代に理科を勉強しなかゥたために，いろいろなことが不便であり不自由である。

票たなんといっても宇宙時代にはいってレ1るのにそのへんのことについての知識かなののにも困っ

てレ1る。

さて生物クラブの機腕誌「まのせ」第5号かできるとのことであるが，生徒の皆さんが新山，林

木両先生の指導のもとに，この一年陶の成果怒発表されるのは結構なことだと思っている。「まの

せ」は化学クラブの「変化」とならんて本校の理科クラブの機祖語として立派な伝統をつくってい

るから，今度も定めし立派を機関誌かできる事と思って期待している。こちらには天然記念物のマ

ノセカワゴケノウもあることたし，生物クラブの皆さんが竹田神社．長屋山，金峰山或いは野間岳

などの自然や動植物などをじゥくり勉強してくた蔓ることも希望する次第である。

一2－



次

く′ニ　じ　め　已て

聾　科　怪　想

初春の大浦を歩く

野　　間　　岳

ジャガイモの毒について

櫨物に合でれる色素体につレつて

致塗物の観察

（短報）枕醗～立神君行く

ネムノキにくるアゲハチョウ；矯′

ニワト　の胚の発生

（短報）秋目のツマベニチョウ

（’19d　7）〔I〕

久志一坊ノ津採集会・

（短報）秋目のツマベニチョウ

（1957）〔茸〕・

性ホルモンの二次性徴に及ぼす影響

ネズ寸の学習冥験

（短報）秋目のツマベニチョウ

（1967）〔丑〕・一

両薩の迷媒記録（1967）

（短報）大浦のギョポクとキショラン・

秋臼諷査会（19る7）

カエルの心境潅流芙験・

迫田さんからのお手紙と「まのせ」への献金

（24号）大原賢二

（校長）相野守浄・

（2蟹）大原賢二

（2句三）立石俊子

（2牽）野訊民子…

（2琵）上床美知子・旛　知手

（1軍）伊東貴子・川崎知栄子・中豊掬英子

（2年三）は釆和法‥

（2軍）本　洋一

（1fE）等潤美千代・竹ノ円久子・山門用手

（2年）出来邪法

（2年）立石俊子

（2年）大原賢二

（2埼三）田元卸美

（2隼）五田　鯉

（2年）大原賢二

（2年）大原賢二・出来邪法・本　妻羊－

（2fE）

参　加　部　員

（1年）尾辻公一・平川忠久・竹崎秀一
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P． T． C． 実験

血液型民族係数　t

竹田神社の媒類（1967）

竹田神社のシダ類

細菌に対する抗生物質の特異性

蝶の食草佗ついて・一

大浦のタテハモドキ（1967）

笠沙路を歩く・

キマダラヒカゲの飼育（1967）

ミカドアゲハの飼育（1967）

ゴマタラチョウの飼育と座について

タテハモトでキの飼育（1967）〔I〕

メテハモドキの飼育（1967　日並〕

顧問としての反省

クラフ冶勤に思うこと　′

「でのせ」発行に寄せて

生物部との3年間

1967勾三度文化祭反省

園　芸　メ　モ

生物部1年間の活動記録日

生物部員名簿

編　集　後　記

（2年）寺崎道子・中村ます子・

ぐ、2年・）寺崎道子、・申封．ます子1

（2年）出来邪法・田元和美・染川勝夫

大原贅二・本　洋一・

（2年）本　洋一・・

（2年）安東慶子

（1隼）新田ゆり子・山口光子・本坊和代

（2堆）大原署二

（2符）大悦賢二・日元諸口真

也釆邪法・染川勝夫　＿

（2年）染川勝夫

（2年）出来邪法・ム・

（2葎j出釆邪法

（2隼）大原賢二

（2年）大漁賢二

・（2年）出来和法

（顧問）新山茂久

1威暦日林木孝雄

1（3隼）新屋修一

（3年）窪田美里

・1（2年）大政単二

（2年）本　洋一

（2年）大股賢二
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19d7隼3月19日（Sun）曇り

初春の　大浦　を　歩　く

2年大原賢二

0コース加世田準（8：15）－－1汽車）－上津貰（8：40）－徒歩一大浦－． （徒

歩）－1小湊（15：10）－（バス〕－加世田（15：40）

0参加者福田晴天先生．． 灘木孝雄先生

大原聾二出来邪法本澤一

新琵掟を迎える（′てあたって，福軋棟木両先生とわれわれ5名の計5名で採集を行った。 春とは

いえ．笠だ5月，お空けに曇り空で肌寒い日であった。 8陪15分，加世田を出発し，上津貫へ着

く。ここから大浦へ約10Kmテクテク歩く。 温度は低レ1が道路わきのキャベツ煩にはモンシロチョ

ウがときどき飛んでいる。 「あまり，媒隠飛んでい夜いたろうjと言い査がら歩レってレ1く。 上津胃

の部落を過ぎ，山道にかかる。 山道とレ1つても道は広く自動車も大空＝トラックが通れるくらいの道

である。道路わきのイヌビワがかわいい芽を出している。 布潤先生より教えていただきその新芽に

イシガケチョウの卵が凌レゝか捜した。 またヤマビワにはスヾナカシの姉が覆いか調べたカ㍉レ1ずれ

も見つから加ユ？ た∩スイカズラがあり，イチモンジチョウの幼虫を捜す。 何という名かほわから

ないが，頬の幼虫がいて，そ〇食痕にまどわされた。 「イチモンジの食痕だ． ／」とのりで見てみる

とこの蛾である。何回もまちがうのでしばらくするとみんなスイカズラばあでり見なくなった。 土

手にくまミズスギヤコシダ，ウラジロが多い。 峠にかかると，粘板岩があり，傾斜などのくらいか，

走紆てどうれどの層がどのようにしゅう曲しているかなどの話に花が咲く。 両先生がくわしく教

えてくださった。（まことに申し分けないことrC今ではでウたく忘れてしまった。 ）「地学はポ

クたちはあでりよく知らん。」とレ1レ1ながらも枠木先生はrここはどうしてこうなっているのか？」

とか「この走向放たいたのどのくらレ1だ？」とかを質問する。 「私もあまりくわしくたいもんでど

うも………」なんてことレ1うと「ポクの授業中何をきいていた。」と福田氏にいわれそうで，適当

に答える。どういうものかそれが当たってレ1る。 「ウシ，そうだ。」と新木先生は満足そうである。

こっちはヒヤヒヤ。 いい気夜もんだ。 あとの二人も通当夜ことをレ、っている。

さて峠を越えてこんどは下りかて覆る。 はるか向こうには野間岳がどっしりとすわっている。 眼下

には大浦の部落も見え始めた。 やはりイヌビワ． ヤマビワなどが多い。 雑木林がほとんどだから植

物も数えたらきりがないが酎てと怒るのは鎌の食草となるものたけたからあとは知らない。 採石場

が3カ所あク岩が小さく砕かれて車で運ばれていく。 峠でみた岩とはまったく違う岩た。 ずっと下

って人家の近くへ着き，道路わきの小さ夜谷川へ行ってみた。 モンシロチョウが飛びたす。 あわて

てネットを振る。 モンシロチョウぐら叫可になる． と考えていた私もやはり春になって飛び始めた

彼ら懲見るとかかレつくなゥてかたっばLから（とレ、っても2頭であったがJ採った。 藤木先生が．

初めてネットを握ってみた。 とレ1レへながらモノシロチョウを追いかけ始めた。 笑におもしろレつ。
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「へただなあ。」と出来，本君と5人ではやしたてると「ポクの目は，右と左で視刀かたいぶくい

ちがつから距離感があまりをのんだ。」と答えてでた走っていかオノした。それでもどうにか． ルリシ

ジミを2頑採集して喜んでおられた。 出来． 本君と・近くの田んぼの土手にあったエノキの根もと

に落ちている葉をかたっぱLから調べ友がゴ． マダラチ去、ゥの越冬幼虫は，見つからなかった。この

谷川で，・モニ／う′ロチョウ4省令，ルリシジミ5頭を採集した。

また行革が始まる。 両脇（・てほ田んぼや，爛が広がっている1「タテノ、そドキがいそうたた。」と

福田先生がい才つ訂した。（この時，越冬個体がいたかどうかは不明であるが，別記のよ狛て，9－

10月にメテハモドキ牽たくさん採集することになるのセある。 ）

大き覆川の堤防奇歩いてのく。「しばらく休もう。」という己とで，チガヤの新芽の上に腰をおろ

す。福田先生持参のオカシが出る。 すぐ林木先生が「福田先生，ここは魚が釣れそうじゃつな。」

とのわ㌃した。「そう、覆，水の色はいいようだがいるかを？」と二人してこの世の魚はすべてわれら

のもの，とレつゥた顔をして話しておられる。何しろ二人とも魚釣りにかけては，自分より上はチョ

ッと夜レ1，と思っているから手がでない。そ才’Lぞれ勝手にいいたいこと奇言っている。（福田先生

の方は，ロでいうたけのことはあるようだが，水木先生の方は，まだその腕前をかがんだことが覆

い）何しろつレ1ていつた部員が，我ら5人だけときてレ1る。
毎日，先生方と楽しく語りあう3人

だから話も楽しいし，何の遠慮も感じをレ1ですむ。 約10分後，按を上げ，エ／ドゥ畑の中を通る。

エンドウの花と，モンシロチョウがまざらオフしい。菜の花の黄色が鮮やかだ。 エントやりと，菜の花

にきているモンシ′ロチョウがたくさんいろ。出来，本君と． ランダム戦法にうつる。 モノシロチョ

ウがどうしてもほしかったのではない。 今までに，そこらを飛んでレ1るモンシロチョウは，かたっ

ばLからネットに入れて調べてみたが，令ばかりで早が1頭もいたかったからである。 あたりにモ

ンシロの姿がなくなるまでネットを振り，それぞれ5－5頭ずつ採った。 ’しかし．その中£′ては♀は

2戻しかいなかった。 非常に♀が少ない。 またでた発生の走り夜のたろう。 テクテクと行進は続く。

大浦は干拓で有名であるが，その初期の干拓地の堤防の上怒歩レ1て行く。 途中でツバメシジミを採

集した。そこで昼食にした。 皆よく食う。 すぐに食べお㍗つってしまった。土手にひっくりかえって

まわりの草の芽を見ると気持ちがレ1レ「。みんなで話をしてレ、ると，堤防の下の方，つ頂夕川が海へ

流れ込んでいる所で，話し声がした。 ちょうど干潮時で，付近の子どもたちがノリをとりにきてレ1

るのた。「そのノリは伯とレつウノリ？」ときくと「アオノリじゃリど」とおかしなアクセントで答

える。そこで我ら5人が下へおりてそのノリをみてみた。 たしかにアオノリである。 またノリのほ

かに，シオフキガイもたくさんとっていた。 また歩く，どこまで歩く，というあてはなレ1n行くと

ころまで行こうとレ1うことでいつの雪にか小湊にきた。 田んぼの水面が，真っ赤£てなっている。 乍」

だろうと行ってみると，アカウキクサがたくさん浮レ1ているのだゥた。 そrLもビユ′の中につめこみ

持って帰る。小湊のバス停に着いた。 ちょうど時間もレ1い，そこでここから，約10分後にやって

きたバスに乗り，刀口世田へと向かった。
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第1回採集会　19d7年4月23日　晴天

野　　　間　　　岳

2年立石俊子

○コース刀口世田発（8：25）一一（パス）－野間池（10：00ニ10：45）一一野間岳

山頂（12：05－15：50）1－－野間神社（14：00－15：50）一一仁王崎（1る：

50）一1－加世用（17：59）

0参刀口者新山先生，藤木先生

封革：有末まち子窪田美里鮫島順子

2蟹田釆和法大原睾二田元和美一本洋一染川勝夫玉田魔

野田民子立石俊子大竹由香里

年福留賢郎今村昭秀新田美千代本坊和代竹ノ円久子川崎知栄子伊東貴子

本坊衰知子山口光子崎山幸子

19と・7牽4月25日新入部員歓迎採集旅行と結った野間岳採集会をかこ覆う。
参加者22

名。出鼻をくじかれまいようというみんなの慮い著聞きいれてれとても暖かく，おだやかな日即

であった〇

加世路発8時25分の耳曹池行きのバスに犬猫分が茄坦昂から東リこんた。 バスがちレ1さくて我

々の人数が多いため貸し切り同然である。約1時間3じ分石ころの多いでこぼこ道をゆら肌，野間

池に到着。野間池で採集器具の点検． コースの再確認などをおこなう。コースは野間池から尋問岳

」て登り，野師半島を斜めに桟断して片楠へかりる計画であった。

いよいよ登山にかかる。わりあい幅の広いゆるやか夜道が続く。 喋専門の男子はさヮきから注

意深く妹の出現を待ってレ1る。女子は植物専Pも歩きながらめずらしレ1植物を採集してレ1る。8合

日から頂上へかけて道はだんだんけわしく．古い落ち葉のつもった土蜜が濡れているため，とても

歩きにくい。もう採集より登ることに一生懸命であっ7℃っしばらく行くときゆうに視野が開け，人

工植樹の松がちょうど身長ぐらレ1になったものとすすきが混ざりあった野原を過ぎる。もう頂上は

白の前たがこrLからが木と木奪ったって登らないとすべってしまう坂道押こさしかかる。長レ、問に積

もゥた落ち葉が土化し．黒色のみるからに肥沃そうな土壌である。

頂上には国旗が，風雨にさらされていた。 頂上で昼食，休憩の後そこから8台自付近にある神社

までの範囲で数名ずつに別れて採集した。

野間神社は毎年2月20日に例祭がおこなわれ，その日は山のふもとの人々が誘いあわせて登る。

そして山が食べもののくずなどでちらかってレつると，＿きまってあくる日は雨が降り，山は洗い清め

らrLるといわれている。その他いろレ、ろな言レ1伝えのあるこの山の神様に見捨てられたのカ㍉下り

は途中で道を見失ってしまった。しかたなく，道のなレ1ところでも，くだりさえずればいいだろう

と，みんな夢中でおりていくうちに川の流れをみつけ7らこれをたどっていけば平地にでられるだ
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ろうと，急いだ。考えたとかり着いたところは仁王崎で，もう帰り． に乗る予定たった刀口世田行きの

バスがみんなの降りてくるのをまっていた。 先に患いた人達がしばらく待ってもらっていたのだ。

下りはとんだ冒険であったがバスに聞£′てあってひと安心q

今年はじめての採集旅行も無事終った。 －し

採集，目撃した妹の分類

くセセリチョウ科＞

（1）アオバセセリ1頭目撃

くアゲハチョウ科＞

（2）ナミアゲハ♯

（3）クロアゲハ♯

（4）キアゲハ≠

（5）ナガサキアゲハ≠

（6）モンキアゲハ≠

（7）ジャコウアゲハ＃

（8）アオスジアゲハ＃

くシロチョウ科＞

（9．とモンシロチョウ1十

脇キチョウ十ト

くシジくチョウ科）

は1）ルリシジミ＃

くマグラチョウ科＞

皿アサギマダラ5頭目撃

く夕子ハチョウ科＞

（13）ツマグロヒョウモン1十

は㊨コヾスジ♯

（15）アカタテバー圧

注6）ゴマダラチョウ≠

くジャノメチョウ科＞

色7）ヒメウラナミジャノメ十ト

注≠普通てレ1た

♯；多数目撃

点　植物は末同定のものが多く書けなかった。
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ジャガイ　モの毒について

24苦野田民子

ジャガイモの毒性隼ついての研究を試み．下調べに筆者の足を図書館に向けた。ずっしりと並ぶ

本棚から過当を本を選ひ出し，ジャガイモについてのあらゆる知識をつめこもうと‘，しばらくは請

事典とにらめっこである。事典を参考に関連事項脅挙げると次の通りであも

ジャガイモはナス科に属する植物で，こくつ科に属する植物には有毒植物が多い。トマトもその例

である。ジャガイモの新芽の毒惚ソラニンの存在によるものであるが，ソラニンはノラニジン欄こグ

ルコース，ガラクトース，ラムノースがついた一種の配糖体である。

ジャガイモは貯蔵していると発芽するが，その新芽の中のソラニン含‾凱芸，他の部分碇比較して高

い。このソラニンは溶血作用を有し，また，運動中枢及び呼吸中枢を麻痺する作用がある。

通常ジャガイモには0．05％～0元1％位含まれているが，この程度では無害である。これが，芽

が出かかると特に多く覆り0．04％－6．1‰位にも達する。

ソラニンの含有量が，草津ダてつきn2～0．4才に達すると中毒を起こす。新芽を出した芋は1Kダ

こてつき1才を遇えるから危庚である。

ソラニンは煮沸すると分解溶出されるから充分に煮沸すると中毒を予防できる。

（食品衛生，百科事典による）

筆素行もソラニンに，どこに，どのようにして形成されるか．とレ、うことを課題として，諸実験を

すずめてレヽった。

二カ月たらずの期間しかかけていないだけに．結果は満足したものを得てはいないが，一応中間報

告として，ここにまとめておくことにした。

買験1：ソラニンの存在する場所を抽ペる。

（ソラニンは稀硝酸にあうと赤変し，でた稀硫酸むてあうと赤色乃至紫になる。）

〔材料〕姉硫酸（濃度30％）．ナイフ，シャーレ10コ位

ジャガイモを次のような成長の段階を追って用意した。

1． 新個体（ある程藍成長，親から直接とったもの）

2． 芽のでたもの

5． 太陽光線をあてたもの（片方は地甲）太陽光線のあたった方は緑色を呈してレ1る。発

芽しているものと，しないものとを用悪する。

4． 親（種芋調べたのは腐敗していた。）

〔方法〕ジャガイモの各部分を切り取り，稀硫酸に浸し反応を調べる。
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結果は次の表通りである。

たもの 親：（Z．穫詳 ）

太　 陽　 光　 線　 骨　 う　 け　 た　 も　 の

地　　　　　 上 地　　　　　 中

発芽 じともの 発芽 し夜い もの 発芽 戊 もの 極 芽 し飢 ハもの

す る 反 応 な　 し 赤 変 す る 赤　 変　 す　 る 赤 変 す る 桓 応 覆　 し

す る 反 応　 を　し 赤 変 す る ー赤 変 す る ！

な　し 反 応　 な　し ・反 応　な　し 反　 応　 夜 ・し 反 応　 な　し ！反　 応　 な　 し

新 個 体 発芽したもの 親：（Z．種詳

皮 反応 覆 し 赤 変 す る 反 応 夜

芽 赤 変　す る 反 応　 を

；肉 。反応 を し 反 応　な　し 反 応　 夜

その他に調べた部分の反応

1． 新芽のすぐ下とでわりの部分…………赤変する。

2． やがて芽が出るであろう部分（とゥた漬後のもの）＝………反応なし。

5． ジャガイモの地上茎になる芙…………赤変する口

〔考察〕

反応のみられない新個体でも緑変してレつると必ず反応を示し，頂た発芽しているジャガイモにつ

レってほ常に存在した。この蘭係奇どのように臨ひつけるか，筆者の頭脅悩ませた。

次の5つに問題点をしぼり，解決にのぞんた。

（Ⅰ）太陽光線告受けて，線変した部分にソラニンが含有さ才しろのはなぜか。

（Ⅱ）発芽するとなぜ含有量が増すのか。 （ソラニンは発芽時の物質交代に伴う産物か？ ）

吼J貯蔵甲，禾発芽の状態でソラニン形成がみられるか。

など3つの角藍から追求していった。

（Ⅰ）の問題解決のため次の実験を行なってみた。

実験2

〔材料〕　ジャガイモ9コ，ペンキ，紙，土のはいった箱，ガラス

〔方法〕

1． ジャガイモ9コを次の3ブロックに分け，用意した箱の甲に置きすべて片方を土で覆う。

（数字（・まジャガイモ番号）

aHl）と（21はペンキと紙を使い，太陽光線による明暗部分受作る。

b）（3X4X5）は片方を土で覆うだけ。

C日朝7X8X9ねガラス張りの中に入れる。

2． 箱を屋外に出すG

5． 箱から取りだし掃流酸との反応を調べる。
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〔実験の結果と考察〕

紙を使用したもの
（1）

地　　　　　ト

地　　　　中

硫酸との反応

緑変していをレ1

緑変してレ1たい

亘）桓）とも反応なし

太陽光根を直接
ける（5）

緑変していなレ1

少し緑変してレ1

6）反応なし

惑太陽光緑があたった時間は

約5d時間

につのたまで太！ 紫外線をあて夜レ1

光線を受けるl　　　（6日9）

・：・l． 一・・、（一言－

‥－変してレ1ない

④赤変する（弱）j④反応受し

し縁変している（中）

し緑要している

赤変する（翼）世赤変する（中）
il宣）赤変する（弱）
‡

○郁鋤ま稀硫酸が古く（放置してのたため）に工っきりした結果膵縛られ夜かゥた。

○（1ズ3X7）はロを別にして後で調べる予定でありたが，腐敗していて調べることl：′二丈できなかっ

た。

太陽光線に当たる時間が多いほど緑変の程鑑は強く覆る（でた衷からもわかるように，綻変の程

度にソラニンの含有量は比例する。 つまり緑変の度合が強いほど含有量が多いとレつうことが言え去〔

太陽光線と緑変の度合を図示すると下図のよに覆る。
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この太陽光線とジャガイモの緑変についての掬係がどうしても理解できない。 つまり①と（至）にお

いて③はまだ株についたでで萬接太陽光線を受けた。 という以外は¢）と条件は同じはずである。 し

かし祷られた結果は逆である。株についているということがジャガイモの緑変に掬係があるのだろ

うか。しかしま酎′こ転がっているジャガイモは太陽光線を受けると，白色体が葉緑体に変化して，当

った方が縁変する。しかしこのことは逆の結果として楢られた亘）のジャガイモの線変£′こつレ1ては言

えない。なぜなら地中の方が緑変しているからである。

①でガラスを使用したのは，：′ラニンの形式，また托緑変することに紫外線が的係しているので

はないかと仮定し，紫外線を通さたいガラス板を使用した。 しかし何の解答も得られず問題はます

ます複雑になってしまった。

地中の方がすべて少しずつ縁変しているのはなぜだろうか。 緑変すること自体に太陽光線にだけ慨

係すると思っていたがこの説は曲げられてLでったようだ。

次に収P「貯蔵中，未発芽の状態でソラニン形成がみられるか」ということを調べてみた。

太陽光根を避けるため暗室に保存した。

結果　1、貯蔵していてもソラニンて1形成さrLる。

2． ジャガイモの種歎【てよりてソラニンの形成通産が違う。

（白味を帯びたジャガイモに比較して赤味を帯びたジャガイモの方が速い）

ここで今までの実験をまとめ「ソラニンの彬成」「ソラニンの存在」という問題の結論を導きた

いと恩つ。しかしここで述べること托うくまでも推定であって断言できるものではたい。 また研究

不足のため末辞を点が多い。

ここでは筆者がやった範囲円で，結論らしきものを出してみたレ、と思う。

前にも述べたように，ソラニンりエソラニジンにグルコース，ガラクトース，ラムノースがついた配

糖体である。これよりノラニジユ／と糖との蘭係を基盤に「ソラニンの形成jにつレ1て考えてみたい。

叫：－麺、l

恒J 太陽光緑を受ける

ヨ　デンプン＝→糖

白色体〒⇒葉緑体

∴一一一
ノラこジン⇒ソラニン

貯蔵デンプン＝⇒糖

の発芽する段階では急に呼吸が盛んにをク，貯蔵デンプンが分解され粒か生ずる。 その際ソラニ

ン形成に必要夜糖が生ずるのではなかろうか。

的をぜ緑色に覆るのかと言うことを追求することによって，的係づけると白色体が葉緑体に変わ
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る。このことより白色体中の貯蔵デンプン（舌，分解壊れソラニン形成に必要を糖が生ずる。

このように湘係づけた。

注（ソラニジンはもとより細胞円に存在してレ1るものと推定し，上記のよ：「乏ことを述べてみた）

翼板1からも解るように． 肉の部分にソラニンが存正しをレ、。これについて考えてみた。

植物体で（′ま細胞分裂や生長の起こる場所が主として，からだの表面近くに限られる。ジャガイモの

肉の部分は柔組織で貯蔵組織としての働きをもっていて・そこに貯蔵された物質l：ま、，発芽や生長に

際して水溶性ゐ移動しやすい物質に変えら㌃し．目的地て達し，使われる。

ジャガイモの発芽の際も発芽場所に近レつ部分から使われるはずである。

新芽の甫下や．頂わりにソラニンの含有が多くみられ耳のも，このことから説明できるのでほたか

ろうか。

ソラニンの存在場所を列挙すると，

7．新芽の部分およびそのi亘下とでわり

2． 緑色の部分

3． ジャガイモの地上茎になる芙（茎についていたもので，何であるかけ不明）

であった。

以上，筆者の研究課題であった「ソラニンの形成」と「ソラニンの存在」についての研究結果であ

る。未解を点が多のたけに，でたでだ研究の余地が為ると思います。 井辣ある方1やってみて筆者

の説をたたきのめし，より正しい解答を得ることを望みです。

方 呂

3年窪田美里

ミゾソバ（タデ科）

田のあぜ，みぞ，小川の付近に見られるもので，茎は50～50cmに生長する。 葉は三角形を覆

し黒い紋がある。花は桃色で，9－10月に咲く。 ソノ†の花に似ているので，この名があるのだろ

う。さて，この． ‘ミゾソノて”であるが，万世付近では“ママコノシリヌグイ”と呼ばれているふそ

れというのも業の表裏に，とげのようなものが生えてレって，柔らかレ1肌にあてると，チクテク刺す

からである。
“ママコ’’に対する“ママハハ”のむこい仕業を植物の名に托した事は愉快であり，

又痛烈を批判ではなかっただろうカも

現在では“ママコいじめ”等通用しない時代とはなっているが，“ママコノシリヌグイ”の名は

昔の気風が艮くうかがわれる万言であろう。
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植物に含まれる色素体について

2年上床美知子

格知子

私たちの身辺には，いろいろな植物が存在している占その中にはイチョウ・モミジのように秋に

覆ると紅葉するもの，マツ・ツパキのように一年中緑色をしているものなどがある。 これは植物の

組軌て含嘗rLる色素のいたずらであるdそこでどんな植物（て，どの‾よ竺主な色素が含まれてレ1るか，

ペーノヾ－クロマトグラフィーを用レって調べること（・てした。実験は文化祭前から行在ったが，この研

究くて多くの実験鑑異を必要とするのたが，一回の実験に長レ1時間を豊するので． 十分に窓挨できず，

思うような結果を得られをかった。

（1）実験器具

展開装置・スボイド・試験管・三角フラスコ・乳パチ

（2）材料

ハゲイトウ・イチョウ・ホウレンソウ・ソバキ・フヨウ・サルビア・ナンキンハゼ

0展開液（）円の数字は割合奇示す

旬ベンジン（10）＋アセトン（1［）＋石油エーテル（2，5）＋メタノ二ル（0．25）

④ベンジン（10）＋フセトン（2）＋石油エーテル（2・5）

（ヨ）石油エーテル（92）＋アセトン（8）

＠　石油エーテル（95）＋エチルアルコール（10）

（彰・ベンゼン（95）＋エチルアルコール（5）

⑥キシレン（95）＋エチルアルコール（10）

（3）芙験内容

的試験管に材料を細かくきざんで入れ，こrLが十分浸る位メタノールを入れ，沸脱させ，色

素を抽出する。 潰炭を没くするために乳ノくチですってみたのもある。

的屋拗紙の下端から2cmの位置に（フ夢色素腹をつける。濃度敏捷くすもために，色素液をつ

け，乾いたらまたつける。・こうして数回くりかえす。

‾抄JUjの展的紙脅展的装置にとりつけて，．その下端が浸るてらい展初夜を流しこむ。

勘それを2時勧ぐらい放達してかくと展開紙上を溶媒（展餉液）が上ってくる。その途中に

鼠点がでてくる。 溶媒か艦上の四分の三ぐらレ1まで上ったら，展的紙蟹装置からはずす。

勘溶媒の上った高さと斑点のでた高さを測ってRf値を求める。

Rf個の出し方

Rf値＝
斑点のでた高さ

溶媒の上った音さ
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（4）結　　果

植　 物　 名 i　　　　 R f　 値　　　　　　 不 溶 可溶 1

完 ㌃ 言 青 ウ （前 千 言 γ γ‾‘「 ‾ 「　 i i　 ～④ ⑤

ッ　 バ　 キ （ 〝 自 0．1 4　 0．1 5 0・0 2 4 l o・5 日 （融 ） 再

0．0　4
ナ ン キ・ンノ、ゼ （ 〝 ）

0．1 5

0．0　2 5
ロ・0 2 9 ‾0・1 5 巨 2 2 ll O ④ ？

l

③
0．0　3　4 0．4 d

0．9　2
ハ ゲ　イ ト　ウ （ 〝 ）

0．5 1 0．5　5 チ‥？′5 控 堅
（∋④

！

0．8 （～ 0．0 40．8 9 0・狛 〕 日用 5

イ ＿チ ョ ウ （ 〝 目 口・1 2 0．1 占 0．0 2 4 0 ．4 d 圧 8

【

四 秒 ④ ・日脚

1
tフ　 ヨ ・ウ （花 ）艮 7 5 t 腔 櫛 引

I

十

i
l サ ノレ ビ ア （ 〝 ） 白棒 8

D・9 4　 0・8 d i i i璽 」 」旦 」

既和の色素体のR打直は（①餉）姫沌ほぼ同様）

カロチン0．99

キサントフイノレ0．41

ク了コロフイノレaO． 50

クロロフィルbo． 24である。

CrLたけの実設では∴正確には何という色素鰭が合で㌃しているというの：ま言えない。 また，上

の麦にあるように，特定の畳周波て展瀾され凄い滝山もある。 これにたぶん含まれる色票雷がそ

の展開夜に不溶性たからであろう。 ’またサルビアのよう㌢こメタノールに溶けかへものもあったの

で，ためしに水に溶かしてみたら溶けた。 そこで盲科事典を引レ1てみたらアントシアニジン竹三水

に溶けるとあった。 アントシアニジンと托，アントシアン（花育素）の本体であり，赤・背・紫

・紫黒色を呈する花の色や果実の色の捜通になるものである。 これでサルビアにはア／トシアニ

ジンが含まれると思われる。 また，イチョウのRf値のひとつ，ロ・8のよう、に他の値とまったく

違った値が出てレ1るものも多レ1が，これは，その植物に2種以上の色素体が，混合ぎrしてレ1るの

かも刃］rLなレ1。

（5）反省

この芙験は，文化祭前から行なっていたが，実験回数が少夜くて色素名を決めるまでには王

らなかリた。 それで，この，植物に合でrLる色素体につレって，後輩の方々£′ここの芙験をひきつ

いでもらいたいと思う。
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微　生物　の　観察

1年　　伊東貴子　川崎知栄子　中望鼠英子

〔旨的〕わ乱われの周辺にあるドプや池，墓の水をどにどのようを微生物がいるか． 培養して渦

べてみることにした。

〔用具と材料〕

顕微鏡，スライドガラス． カバーガラス，ビーカー，・スボイド． 試験管，ピンセット，培養液

（わらの煮汁），FAA液（ホルマリン6．5～乃ど＋50、70％のアルコール100沼ど＋氷酢酸2．5椚β

を固定するために用いた），竹田神社の池の水底にある落葉，古い蓋水，校円の溝K∴ある落葉

行なった期間は∴1967年の10月の中旬から11月の初めまで。

1日目

・わらを煮て培養夜を作り，ビーカーに入れて紙でふたをして保存

！ 次に校［利てある溝から古い落葉をとってきて，覇微鏡で調べた。 150倍でみるとなにやら動

いているのが見える。 倍率を大きくしーっのものに焦点をしぼろうとするが，水の動きにあっ

て流される。 それでもゾウリムシ，ミドリムシ． ビワツポカムリがみえた。

2日目

竹田神社の池の水をとってきて顕微鏡で調べたら伺もい加、ゥた○そJLで前日の校門の落葉をし

らべたら，ツポワムシやミドリムシなどがいた。 パオリワムシらしレつものがレったが，はっきりと

名前はつかめなかった。 （FAA液を用いて固定して調べた。 ）

5百日

竹日」神社の池の水に何もいなかったので池の底にある古落葉をとってもらい調べた。 Navicu

laraniosaと判断なしたが似たようなものが多くて，はっきりとはいえない。 ツキガタワ

ムシもいたか∴これは核やその他む器管の動きまで見ることができ7らその他Navicula

の一種もいた。

4日目

校門にあった古い落葉を再び謁「た。 リトゲオニワムシ，ナベカムリを見つけた。 ナベカムリは，

藤木先生が写真右写そうとなさゥて，みつけたもので，形も色もはっきりとしていた。 オオヒダ

マワリは形がこわ才していた。 （写真はカメラの故障で写っていなかった。 〕

5日目

花水も孟悦べようと思って，校門を歩いたが，校円の花ぴんの水は新しくてだめだった。 それで竹

且神社にある墓の花つぼから採ってきた。 花つぼの水にはEuglenaoblonga¢）コロニー

がレ1た。（花つぼには，ヒサカキがさしてあった。 ）
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それぞれの水に微生物がいるのがわかったので，培養することにし，先に作った培養液を3本の

試験管に入れ．竹田神社の池の落葉． 校内の溝にある古レ1落葉，竹田神社にある蓋の花つぼの水

をそれぞれの試験管に入れ，数日室円においておく。

数日たってから，試験管の培養液を顕微鏡で調べたら，何も培養されていなかった。

培養さ訂しなかった理由として，

7． 水温が低いため繁重しにくかったのではないたろうか？

2． 室円の気温が低かったのではないか？ （川崎，伊東）

実験2

行なった掬間は，1957年6月1ロ日から7月初めでで

4月10日：牛乳ビンの中の腐放した水の上方瑚草ができていたので謝べてみた。 ほとんどが，ゾ

ウリムシであった。 ビンのまわりに新聞紙を巻き，上部たけ明るくし走光性によって上部に笑める

ようにした。

11日：ワラを煮て培養液を作る。 きのうのビユ′の中の上の膜をスポイトでとり，培養液の中に入

れる。

12日：わずかに表面にコロニーができる。

13日：コロニーが白みえる。 璃敏節で謁一くると，二／タリムシがほとんどで触て2～5拝しへた。

しばらくそのような状態が続いたが，そrLから1週給庸どするとだんだん織っていってしていに▼芸

のなくなってし竃っ亀。 原因な不明。

又それと並行して

1・空気甲に致生物が存在するか？

2．教室（生物軍）の中の鉢植え植物の葉をどには？

3．花園の花や葉には？

を調べてみた骨

く芙験＞

シ′ヤーレ（ふたをつけて）を5個用悪する。 （シャーレは煮沸殺菌する）このうち1個にふたはな

くてもよい。 ワラを煮て培養液を作る。 それをうつのシャーレにそrLそれ同じぐらいずつ入れる。

1つはそのまま放置する。 1つには生物室にあヮたオモトの枯れかかった完査少し入れ白色ワセリ

ンをつけて鬱ベイする。 1つには花出のペチュニアの花びらと業を入れ同じようにワセリンをめっ

てふたをする。

その変化を観察する。

1・空気中に放置＝いつまで詑二っても変化なし。 伺もい凄かった。

2．オモト＝五日日ごろようやくわずかに周か見らrしたが名前は不明，しかしそれきりで現われな

かリた0

－17－



5．ペチュニア＝3日めころより白い膜ができゾウリムシらしきものが・現われた。 4日目ごろ培養

液がくきくなる。 白くコロニーが表面に現わrLる。 5日目は4日目と同じてほとんど変化をし。

7日目少しコロニーがへった。 10日ほとんどみられ夜くなった。 培養液はそうとう腐敗してい

てペチュニアもどろどろに覆っていた。 （甲堂園）

反省

○簡単そうであったが微生物を探すのに時間がかかったりして思いのほかむずコ1しかった。

0培養だけにたよゥてレ1たので前々に見つけた微生物のプレノてラートをこわしてしまって，自作の

プレノてラートを文化祭の日にみてもらえなくて残念だった。 又機会あることに調べてみようと思

う。

枕崎～立神を行く

2年　　出　来　郭］法

1967年4月3日晴天

大原貴二君，餌元和美君と僕の3人で，枕崎而立神に行った時，他のアゲハチョウ規に比べて出

現肋の早いジャコウアゲハかたくさん目撃悠拝した。また，ツマグロヒョウモノ2薗ほ日聾した。

1967年8月17日晴天

この日は大原督二君と二人，タナハモト’キの食草イワダレノウの分布確認確枕崎受で出かけたの

である。文献（鹿児島鬼の媒窺）により，鹿児島水産高校の真手に当る砂浜を接した。 図鑑たけで

しか知らないイワダレノウであるので，発見するのは出離と思われた。が，すぐそれらしき植物の

群落を見つけた。円心ホクホクでそ才rLを掘り，ビニール袋レて入れた。

その帰り道，単車で，少し行った所の道はたにアコクが見えた。 幹をヤモリが拓をくねらせなが

らmこっている。二本目のアコクを調べてみると，幹の割れ目に8個程のヤモリの卵か見つかった。

8個の卯は互いにくっつき合っていて，無理に離そうとすると，卵は割訂して中からに目玉のギョロ

ッとしたヤモリの子かたれ下った。

後になってわかったのであるが，われわれがイワダレノウと思った植物は笑はネコノシタであり，

こrHま吹上浜にも広く分布してレ1ることが確認された。

続いて8月50日，枕崎の山崎淑子さんを訪ねて，枕崎に自生して． いたイワダレソウは土木工事

のために絶滅したこと奇聞いた。そして山崎さんの歴に． 担えてあるイワダレノウを3株分けてもら

つ：′こ。
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ネ　ム　ノ　キに　く　るアゲハチョ　ウ類

2年　　本　　　洋　一

今年も校定わネムノキが，5月」二句より花をつけ，多くの

アゲハチョウ敗が飛釆した。この「ネムノキにくるアゲハチ

ョウ数」の観察も．今回で，19d4・19dd年の観察ケて

つづき，第5回目とそった。昨年の観察は，6月下旬から7

月上旬までの短かい期間であゥたため仁て，ほっき旦フとした結

果は出なかった。

そこで今狂信，規整期出を6月上旬から7月上旬までの，

約1ケ月問にし，ネムノキの咲き始めから咲き終り空でを，

1日に5回（昨年は2回）5分骨づつ観察した。

加世田市円で，採集又は目撃記録のあるアゲハチョウ科の

9種類中，1954勾三の観察で愚も多く記録したジャコウア

ゲハ，咋符巌牒多かったナヾアゲハ（咋憶（′三，一回平均5．る

頭飛釆している）を中心に．5種狩を観察した。

D観察拗箇；1967年6月8日～7月3日

0時間；〔A〕8：30、8：35

〔B〕15：00～15：ロ5

〔C〕15：30～1d：30

0種板；ナヾアゲハ（Papilioxuthus）

ジャコウアゲハ（Byasaalcinous）
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ど′ナヾアゲハ

（後刻のつけね）

ジャコウアゲハす1．！

（前節のつけね）

Ur
クロアゲノ、

（後荷中項部）

・
1
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r

∫

1

ノ
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〆

1
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㍉
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1
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1
－
～
1
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J

‥

レ

ヽノゲ了翳サガナ

（清租上溝）

ンキ了ノギノ、

（後郊つけね） ノ
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．

。

．

・

‥

・

・

∴
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クロアゲハ（PapilioproterIOrdemetrius）

ナガサキアケハ（Papiliomemnonthunbergii）

モンキアゲノ、（Papiliohelenusnicconicolens）

〇万法；ネムノキ（高ま的8研）に吸蜜に釆たものを，種別に級察する。

飛来数の多レつ時は二人で璃察，又権現の確認が鯖難を場合は双眼鏡を使用した。

く観察目的＞

・本年鑑のアゲハチョウ科の和独別発生個体数割合と，昨牽度の発生伯体数と頓掬係

・アケノ、チョウ鵜の日甲における活動状態の種放別璃違

ネムノキの餉花度と飛来個体数との関係． 天候の変化と飛来個体数との関係

・飛釆個体数の変化の原因を追求する。

本年度の飛来個体数か昨年の飛来個体数の平均と比較してどうであるか，そのちがレ1の原因に

何であるか。
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くアゲハチョウ劫の羅薫別発生経過＞日本西南部のみ

・ナミアゲハ・

第1化は3月甲旬より始まり，4月に最高と

なる。窮2他・三5月甲句より始でク6月甲旬

まで残る。第3化はなつきクしないが，7月

上旬に！埴生するものと考えられる。

その後の発生経過もほうきりしていない0

第4化と第5化くま8月，9月～10月にかけ

て発生するものとみ・られる。

・ジャコウアゲハ・

第1化は3年下旬より出はじめ，4月に最高と

なり，5月中～下旬までつづくようた。

第2化は4月中旬に発生し7月下旬まで見られ

る。第5化にはっきりしないが． 8月上旬から

発生するので為ろク。

－20－



5．
O i・∠！
2 「、 i ll

！∠　了 1
日　 目

l　　題ii 2
！∠
1 1

i つ i l
i

l ！
ま！

5

L ‖ 2∴ i 2

芸＿出 ：
2
、2
つ

1
1 i 2

l

！

1

i

J

1 i
i

1つ

5

l
l

1 i l
1－ i

！
l

つ つ ．．

一・一一一一与一

臣
i
「＋ ）

！
i

i
j

！
I l

I

1

1

十　 ．巨 ！

2 i l 「1
1

11台

1 1

！
i

卜－
1

｝‾「
1

1
！

l 1

1
1

！

1
i

O i ◎ 巨彿つ ㊥

o i ◎ 極 目 ⑳

（9 i⑳

⑳ つ ◎

◎ ！（
l

◎ ！（

2 4　 2 5 1 2 7　 2 d ：雷

i
2　5　 2　∈さ

2 7 十三

2 8 i2
！

2 8 12
I

2 7　 2 9 上 中 2 9

2　く～　　2 9　　2 9　　2 7

汗　 日 1 日

等

‾‾‾「‾
i
！

ま
㌻‾‾‾一丁‾‾！ ’ i l iク　 1 i クi i

t

▼1i

・クロアゲハ・第1化は4月上旬から出はじめ，5月甲～下旬まで見らrLる。

第2化はアゲハより少しかくれ5月上旬から発生する。第5化は7月下旬より羽化すると考えられ

る。その後，8、10月までいるが，これは4化かどうかはわからない。

・ナガサキアゲハ・第1化は4月上旬より出はじめ，5月下旬まで見らrLる。第2化はd月より

発生し，第5化と思われる個体が8月に多くみかけられる。第4化は9月から10月に羽化するも

のと見らrLる。

・モンキアゲハ・5月よタ第1化が羽化し，4月から5月をその最高としてレつる。第2化佗5月よ

り出はじめ，7月に多い。第3化は8月に多く9月から10月までみられる。
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種窺別飛釆個体数の割合I図

19占7年〔総飛来個体数　240頭〕　　58

ナ　ミ　ア　ゲ　ハ

（124頭）

1966年〔総飛来個体数　87頭〕　　　50

旦ヱ＿至アゲハ（

サキアゲノ、

「．‾‾‾‾「「‾「‾丁‾、‾ず．

｝‾－‾t…《‾‾‾‾

クロアゲハ

（48頭）

ジャコウアゲハ

（43頚）
：＿＿⊥」＿∴二！

ナ　　ミ　　ア　　ゲ　　ハ

（59頭）

ロアゲハ（5

ジャコウアゲハ

（19頭）

ナカサキアゲハ（2

1
。

功
用
材
「
刃

く結果と考察＞

本年度任，2d日間（5種数のみの観察）に240頭のアゲハチョウ数が観察された。 そのほかに，

アオスジアゲハ4頭，キアゲハ2頭，カラスアゲハ1頭も観察さ訂してレつる。

（うちわけ）・ナさアゲハ（124頑ト……・52％

・クロアゲハ（48豆貢）…・……‥20％

・ジャコウアゲハC45頭ト・…18％

・ナガサキアゲハ（15璃）………6％

・モンキアゲハ（10頭）‥・…‥‥‥4％

（昨年度のうちわけ）

・ナギアゲノ、（68％）クロアゲハ（5％）ジャコウアゲハ（24％）

・ナガサキアゲハ（2％）モンキアゲハ（3％）

本年鮭と昨年度を比較すると，巌も割合のちがうのはクロアケノ、て，3％から20％にふ見ている。

ナミアゲハの割合が昨年より減少しているのも，注目すべきである。 ジャコウアゲハの個体数は，

19d4年より毎年減少してきている。

飛来個体総数につレ1てみると，1957年は25日間に24口頭……1日1回あたクゑ0頭

1965年は12日間に87頭……1日1担」あたり五7頭

となり，本年度に． 昨年度より1担lにつき2割ほどの減少となっている。

蒸この減少の牧園について

の昨年の観察にくらべ雨天の日が多かった。 （26日間に10日，昨年は12巨】間に2日）

（む朝の気温の低い臼が多かった。 （230以下が7日〕

（蔓）アゲハチョウたちの好む花が，ネムノキの花よりほかに，高校の周囲や野山に多かったのでは

なかろうか。 蜜源と考えられる草木としては，ギシギシ，ユリ，ヒメむオウギスイセ／

④本年庄3回の観察のうち，朝の飛釆個体数が極端に少なかった。 このことが，執観察し夜かっ

た昨征の1回あたりの平均値より減少した大きな原因のように思われる。
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1日の，ナミアゲハ・ジャコウアゲハ・クロアゲハの活動（′てつレ1て
．

1

．

1

　

－

．

．

．

．

」

：

、

．

‥
．

、

：

l

：

l

▼

こ

．

1
．

－

．

．

．

．

・

・

－

1

封

　

」

一

　

帥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

5

くナミアゲハ＞

晋
日
日
日
日
‖
日
日
呈

祐
日
日
日
日
日
日
A

39

Ⅲ図

〔頭数〕

くジゼコウアゲノ、＞　　rlV図

〕数
T
H
R

青
汁

くクロアゲハ＞

・アゲハチョウ・B（

AとCにつレ1てみると，

3

＿．」二L

A B C

15：00、05）の間の飛来個体数が58頭と，最高であった。

Aが52執Cが59頭で，午後が多くなっている。 咋年の頃祭で托，午

前が34頭，午後が2d頭と，年前の飛来個体数が多くなってレつる。 花を求めての活動は，今年討て

ついてみると正午からの数時間が特に多いようだ。

・ジャこ了ウアゲハ，クロアゲハ・飛来個体数の合計は㌧・ジャコウアゲノ、（5，14，25）

クロアゲハ（5，16，2・フ）で，どちらもCを鼓高としていることより活動は，

るようた。

く5種の総計＞

A B C

年後咋活発と覆

・アゲハチョウ科5苺の成虫の蜜を求めての活動は，午前よ

りも正午以後が活発であるっ特にAにかける活動托，総放49

頭のうち32頭までがナミアゲハであり，残りの17頭のうち

ジャ‥コウアゲハ・クロアゲハは，8扇を占めるにすぎをレ1。

〔A〕8：50より5分間…‥・49頭

C‾B〕13：DOより5分間…95頭

〔C〕1d：50より5分湖…100頑

・アゲハチョウたちの活動状態で，屋外で目につく飛行個体

は，10時から12時の間が最も多い‘ようにみえる。 とれ′ほ，

チョウの飛行活動が午前中活発で，午後は吸賓のための活動が

宿発であることを意味するのではなレ1だろうか。

・ナガサキアゲハ，モソキアゲバは飛来個体数が，17頭と

18頭というような少ない数であったために，ABCでの多少

はきめかねた。ナガサキアゲハ15頭のうち省：♀ほう：12

となっており早の数がはるかに多い。

他の種は吸空中の含♀が判断しにくいためにわからなレ1。
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今年の槻矧ま，期甑がネムノキの花の咲き始めから咲き終り篭でに及んだ（昨年度は8分咲きから

満牌の鋸景だけを観察したために，飛釆個体数慣自然，今年の観察よク多くなるよう絶思われる）

ので，昨年度との比較がそので誉飛来個体数の増減として「現われるかどうかは疑問である。

そこで，今年の観察期間の26日間甲，8分咲きから満開の期間にあたると思われる。 15日か

ら26日の佃の記録をもとムてして，1日1回あたりの飛釆個体数平均を出してみた。

12日間（36旦）の観察で，150頭記録している〇……1回あたりの平均5．5頭

となり，昨軍度の12日間の平均とほぼ同様である。 （しかし，種類別に本年と昨年の平均を比較

してみると．ナミアゲハは1日に4．8頭対4．0頭，クロアゲハは1・8頭対0・3豆乳ジャコウアゲハ

ぼ2．8頚対1．d頚となり一致してレ1夜レつ）

ネムノキの花へ吸空にくるアゲハチョウたちの吸蜜活動は，咋隼と同様今年も変わらないようl′て思

える。ただ出花度の牒γ㌧6月上旬・7月上旬の飛来個体数の低下にしネムノキむて花かすくをいた

めに．他に蜜源を求めることK：よるであろう。
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ナJアゲハ・クロアゲハ・ジャコウアゲハの1巨ヨiてお亘する飛釆個体数を晴rL・螢りの日につレ1てグ

ラフに表わしてみた。（雨天の酎ま，活動が雨に妨げらrLるようた。 又まと・めにはグラフに莞わし

ていない，ナガサキアゲノ、・モンキアゲハの数も含めた）

く餌巣と考察＞

ナミアゲノ、：飛来個体数が1口頭を越えた凱ま，10・12こ15・15の4日間で，レつずrLも

ネムノキくつ花の鴇持前，8分咲きの陪凱こあたる。 ナヾアゲノ、の第2化か，5月下旬～5月上旬に

かけて羽化することより，この4日缶ほふくむ1週間がその発生個体数の豪商の時期に迂したので

はたかろうか。

クロアゲハ：10両に達したのが，12・15の2巨描，あとは5頭以上が5己閑と笑：っている。

こrLはクロ了ゲバの第2化がる月上旬に集中したことを意味しているように． 空、える㍉

ジャ＝了ウアゲハ：ネムノキつ潜航の17日以後数を増し2dEトごろでで平均5頭飛来している。

シャコウアゲノ、り第2化（′一二，、5月しリ中旬よ再台でることより，おそらくこの師こ発生したもJつが集

中したものと思われる。1E］の5蒋鞍の孝治計モみると6月10・12・24日が20再脊越してレつ

る。（10・12・15日はナナゲノことクロアゲハ，24EHてジャコウアゲハの僧体数が多い）

残りのナガ・サキアゲハとモンキアゲハしてつレrC考えてみると，ナガサキアゲハ飛来悟体宗がd月

25－25日たたとんど実年jL，る月に羽化すると思われ’る第2化が，月下句よ銅射ヒすること

奇這味しているよに思う。 又七ノキアゲバ托6月10～1三巨に半数か飛荒していることより

8月受お岩2化か甲包よ針二じまらこと今意漆しているようだ。

0天顔と飛来個体数と〇倍瑛

天気についてに，雨たり］にけ空音亘ユあまり変才つりに三舎いようだ。日章孔と是少のヨ8調釆個体総数：二，

150頭対118頭である）気温については，Aに気温の低い飢：‡あったが，すべて2〇℃以上で

あるためiて，ほとんど影響はしていたレつと思う。

0ネムノキの餉花度とくつ蘭係

第11図・相良から見ると，飛来偲体数が多いはずの高鍋の時期か，わりあレ1多くないことより，ネ

ムノキの花と，他体数の挟1係は，あまり強く伍をいようた。 画花度よりもチモiウの発生時期・発生

個体数との的係の万が探レつようである。7こた，咲㌢任じめと終りの時期における飛来個体数が1～

2衰藁であることより，全くの無蘭仔てはたいちしい。

参考文献

「原色日本媒類幼虫大図鑑」（白水隆・牧草）

「鹿児島嬢の蛙敷」（梧田晴夫・田中洋）

「日本植物図譜」（奥山春季）
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ワトリ　の畦の発生．

1年　　新田美千代・竹ノ円久子・山門因子

動物の身体の形に，古代から現在にい7こるまでに・いろいろと変わってきたが，生命発生の過程

に関して托，少しの変化はあったたろうが，あまり変才つっていないのでは夜いたろうか。

生命の発生の過程とはをんたろう？ 生命とはなんたろり？ 今までにも，たく昔有の学者達が，

生命の発生の研究に一生を尽くしたように，今後も多くの学者が，その研究をすることだろう。 そ

こで私達も解きえる範囲円で，生命の発生を学ぼうと思い，手近にあるニワトリの卵で実験・観察

してみることにし7こ。

く器具と材料＞

D受精卵（末ふ卵・ふ卵2日・占日・7日・12日・13日・18日・19日目の卵各1個）

〇メスDピン㌧ヒット0解剖用ノくサミ○スポイト

Dシャーレ………70接高シャーレ………7

0ブアン液（ピクリン酸飽郭］水溶液：4G％ホルマリン：氷酢酸＝15：5：1）

く芙哉＞

（lj受精卵の殻にメスで傷をつけ，ハサミで

殻を切る。 C1図）

（2甲味をこわさなレ1よう仁，シャーレに出

す〇

（3）卵黄やできてレ1る各器管をこねさ夜のよ

うに，卵白をスポイトで吸い収る。

（4）卵白を吸い収ったら形を整えて，プアン

液を静かに流し入rL姐足する。

（5）出足したら腰高シャーレ亡′こ移し変える。

く観　察＞

0受精～ふ卵前

受精により生命を受けた鶏卵は，親の体円の輸卵管を経て体外に出る時，すでに卵割は鍋始さ

rしてのる。

04日目ころ

幼胚の体は，羊膜腔と呼ばれる羊　をたたえたすきまの中にあるカ㍉　この羊膜腔を直接とり四

一　26－



む透明の膜脅羊蹟く外胚葉＋中胚葉）と

のレ1，その外側の蛙をしょう膜という。

でた幼胚の後ろから尿のうという袋が，

とび出している。 屈のうだ，域とC02

の交換を行なう。

D5日目

血管の拡張により集めら㌃した養分を吸収

した胚体は，著しく発達して，托ほ完全

を神経器管と消化器管かできる。 8ヨた

てば肉眼でもわかる。

07日目

う
宵
K

h
H
U
H
J
J

4日日ごろ

▼、一r‾‾‾‾▼二‾
ノノー11し／・

よ＼／差ノ
＼ヽ′

み
ノ

！

「

㍗

ト

上

U

U

も

羊

石英

ヽ
、

か烹り試長した陸体を見ることができた。

012～13日目

体形が伯はできあがり，翼・脚もできあ13ヨ臼

がりの形に近づき，猫の上面（′て牲鯖が現

わrL夏体の表面には羽毛が発達してきて

レ1た。 まぶたもできてL′、たが，莞た製妻

までにほ至ってレ1なかった。

018～19［」巨】

郎懇いっぱいに鷹体が成長していた。 そ

して，ほとんど成体の杉にできるがって

い「こ． ・

02C）∃自

骨格や頸部筋肉・足・ロはし夜どが，強

級に発育し，このころになると卵殻には

一滴の水分もなくなり，体位脊整えるた

めに盲かんに動くよりrこ夜る。

〔一部は，「生物大系」による。 〕
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く反省＞

卵を切開するとき，2日目の卵の卵黄をこわし，18日目の卵の’血菅を破って，多量の血液を流

出してし・まった。でた羊膜・しょう桂も破った。 このことから考えて，卵を餉けるときには，あま

り深くハサミを入れないようにする。 慧た出足液にブアン夜を使ったため，臭いがひどいことと，

溶液が黄色のため側菜する際ちょつとやりにくかった。 一部はホルマリンでもしたが，こ∫Lはプア

ン液に比べて為でり臭いがひどくなく，無色だからわ少に壇察しやすかった。

芙脛観察できたものは，5日以後の卵であった。 それ以前か卵は，まだ胚体の成長が周取ではっ

きりとわかるまでこ′ては至ってい夜かつた。

この観察を通して，生命の複雑さ，楕巧さ，そして神秘的であることがよく解ったよった。 生命

それ自体の起源点私書ちにとって残された大きを課題であろう。

他校交換生物機関誌紹介

「誓物融接界jVol． 2419占7福岡県立修猷恕高校生物クラブ

「大自然」Vol． 15沖縄郁前高校生物クラブ

「牛島生物」Vol． 4195る熊本娯立牛深抱校生物クラブ

「かじのき」Vol，419ろ7鹿児島嶺立加治木高弓姓物クラブ

「城東宝物」Vol． 519d徳島県ヱ城東高校生物クラブ

i派lVol． 21967鹿児島指立鹿屋高校生物クラブ

「B10LOGICALDATAjVol． 51967比児島高校生物クラブ

秋日のツマべニチョウ（1967）〔I〕

2年出来邪法

7月1占臼晴天普通に見かける。

8月12日終令幼虫1頭採集（別記）→8月15日柄化→8月25日呑羽化

9月24日1含（中破）採集他5宗谷目撃
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第2回採集会　1957年5月28日　快晴

久志～坊　ノ　津採集会

2fE立石俊子

○コース加世間発（8：25）－（汽車）－枕崎（9：10）－（バス）－久志（10

：10）－澹一坊ノ津（15：15）－（バス）－枕崎（1る：25）－（汽車）

－か口世田（17：10）

0参加者祈り」先生

2年井料和人大悦賢二田元和美出釆邪法本洋一染用捧夫五円健寺崎逗子

中村ます子廊一対手立石俊子野出民子

1年打ノ円久子新出英二打て

5月28日この日も前回と同じくよく晴れていた。

よっぽど天気達て受恵まれてレ1るらしい。

今回は薩摩半島の南端，久志一坊ノ津地方の採集にでかけた〇

男子瓢員はかもにツマベニチョウの調査，女子部員（‾頭射勿調査がヨ的であった。

御世酎発8時25分の汽車に全削更合，枕崎へむかう。 45分後，枕崎駅に到着。 詞特採達磨し

てレ1た久志行きのバスに乗る。重円は案外すいてレってふんモゆっくりすわれた。松ノ尾というとこ

ろを過ぎてしばらく行くと，遠くに名物の立神が見える。岩が清くそびえたっている。 よく見ると

人間¢）形に見える。立神といり地名のところモ通る。この付近までは快適な舗装道路で余る。 次の

大塚というところあたりから舗装は途切JL，まわりの鼠菜も農村に変わってくる。薄日で枕崎市モ

抜け，坊ノ津町乙て托いる。

粟が野を過ぎると左手に海が見えてくる。深い背さ智7こたえた海と，明かるい太掛て光り輝やレっ

ている山々か私達をとてもさわやかな気分tてしてくれる。上ノ坊付近でツマ∴㌫ニチョウの肴を自撃

（出来知抜，染川勝夫）ひと騒ぎする。その後中坊，小治，泊を過ぎ久志に到着。 久志で荷物を分

担して持ち，いま通ってきた道を歩いてひ返す。 操を追うもの，美しい花の名を調べるもの，み

んなそれぞれに緒勤を続ける。泊にはいる前の海岸の岩の上で昼食。すみった海懲在がめ査がら

食べる弁当の味もまた格別た。食べ終ると，少しもじっとしてはかれない2－5人がすぐ動きだす。

岩を伝ってすぐ先の放りちぎのへ行ってみると，ムラサキウニのちいさいものがたくさんあった。

とげがあるので宴領よくつかまえないと刺されてしまう。1密生のひとが袋にたくさん採って，持

って帰った。

しばらく休んだ後，ふたたび坊へ向かう。 坊にはキャンプ場がある。和楽鰯というそのキャンプ

場へ着くと，そこに荷物をおろして疲rLたひとは休み，元気のあるひとは付近で採集。その間，約

1時間半。坊ノ津を15時15分発のバスに乗り，枕崎へ向かう。 あいかわらず雫の外は明かるく

ほほえんでレヽた。

枕崎駅発1d疇25分b刀口世田駅で17時10分に解散。

－2g一



久志から坊まで約10キロ歩くという少々無理なコースたったため，落ち着いて採集できず残念

であっアこ。

0おもな採集植物名〇台も覆目撃楳

さくらそう科にまぽっすくシロチョウ科＞

とべら科　　　　　とべら

くわ科　　　　　　為こう

いらくさ科　　　ぎしぎし

まめ科　　　　　　くず，はぎ

ツマ・べニチ‘ヨウ

くシジヾチョウ科＞

ベニシジミ

採集品が少なレ1のは，まず動物の方では，男子が全且娯≡旺に属してレ1たのに，コースが少々無理を

コースだっ7こために，幼虫を探したり，山の中へ入ったりするひでが夜く，上のような結果となっ

てLでっプち坊で・1時隙巨のひ票があったが用も採集できなかった。
植物は，もっと多くの種類を

採集したのであるが，未開にのまで採集物をダメにしてしまった。 コース作成上，前半に時間が覆

いつもりで非常に急ぎ，そCつ浩臭，坊ノ津で1時間辛も時乱があまるといりことに竃：ってしまった。

退路を歩くより，海岸線とか，山とかを徹底的に調べた方かよかったかもしれない。

秋目のツマベこチョウ（1967〕〔Ⅱ〕

2年犬及単二

9月1C）臼

調査会（8月10～12EHCリあと，5担憎の紋日訪問であった。 といってもこの巨＝′ま，講習会

のと．き，秋臼小学校のホウチョウ奇でちかえて持ってきていたため，返しに行ったのである。しか

し，もちろんネットは持って行った。ところが，ツマベニチョウは1頭も見かけなかった。ちょう

ど発生前たッたらしい。そこで幼虫探しに移り，調査会のとき，出来君か1頭みつけた所のすぐ近

くで，柊令幼虫1頭・4令幼虫1頭を発見した。

柊令幼虫は，壇化して羽も赤く才つかるようになったが，死んでLで山羽化Lをかった。4令幼虫

も1，10月1日∃に♀が羽化したが，非常に小さかった。
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怪ホルモンの二次性徴に及ぼす影替

2年田元請甘二真

性ホルモンの二次性徴に及f・ます影響と超して，ニワトリのとさかについて調べてみた。テワトリ

に性ホルモンを，注射してとさかの伸長匿を比較した。醇化場から買って来た，生まれたばかりの

ニワトリを使って，2生別軌にわたりト朝察してみた。

〔目貫験材料

ニワトリ（雄）17羽（生後1巨＝］から）雄整サルモン（プロピオンデストネテロユ／∵1DOC

ロ．5叩EnamonSuspensum），雌性ホルモン（天然卵胞ホルモン10頑，オバホルモン）

デイパィダ，ものさし，注射器

〔2〕目的

性ホルモンが，どのようにニワトリのとさかの発育モ変化（大きさ．成長の速さ）させるかを，

正常発育のニワトリとの比較で知る。

〔5〕方法

市販のニワトリ（生後1日弓のもの）をうつのグループに分ける。 赤（ABCI）E）黒（ABC

DE）白（ABCI）EFG），そこで赤のニワト車てほ，雄性ホルそこ／，黒にこ｝＝巳▼紺こホルモンを，

注射した。白には全然性ホルモンに照関係のない状態で育てた。全部のニワトリを，すべて司じ状

態で育てた。

又，注射と皮膚（頭部）塗布とて‘て，性ホルモンの刺激する影響が，どう違う刀㍉とレつりことも

ついでに調べた。赤のB，黒のEは，とさかの長亨が同じでめったので，赤Bにて，蕗三上ホルモ／，

黒Eには雌性ホルモンを，塗布することにした。融ナする筋肉堪，足の付根にある大腿斑守回2ぱ

ずつ，塗布する所は，とさか，やはり2（℃ずつ。芙初陣る長さ高齢測定個所は，下の陸抽こ示す所であ

る。

．

丸
－
－
　
り
甘
”

と
さ
か
の
高
さ

碧空聖　「
∵
　
了
、
＼
1
．

、

〔4〕結果

次のページに示す通りである。 川辺町にある醇化観から買って

釆たニワトリを，赤－5羽，黒－5羽，白－7羽と分け，足に印

怒つけた。 その翌日から，測って’まず，個体差をみる，その中で

赤のBと，黒のEが同じ長音であったので，皮膚塗布をすること

ここし：‘こ。

先生の指導で，5日呂からとさかの高さも，冥加することシこし

た。 4日目に，黒のEが死亡したので，その日から，とさかの同

じ長音の白のFに，雄性ホルモンを塗布した。

7日酎射てなると，雄性ホルモン注射のニワトリのとさかが，他のニワトリと一己で区別できる

よりに大きくなった。 しかし，雄性ホルモン注射のニワトリと，正常発育のものとは，ほとんど区

別はできなかった。 行動面にかいても同様に餌や水を与える時は，雄性ホルモ／注射のニワトリか，
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一
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㊨
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！
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生後2日目と3日目

では“とさか”の長さ

さ，4日目以後では左

側に高さ，右側に長音

を示した。
丑か，単位

はすべてヾリメートル。

C）印は性ホノレモンを塗

布したもの。赤のBは

雄普三ホルモン驚，黒の

E・白のFl融解とホル

モン髪添朽したもClで

ごィ：、鳥〇

飛び上がったり，i出をかき分けて餌をつしペrゴむ査ど，攻撃的態に告とったJて，他のものと区別で

きた。性ホルモン庄封，危ホルモン塗布，正常発再，こrLらむ区別は，まだは来復かっ7㌔

18日射鄭こ怒ると，隻性ホルモン庄汁璃性ホルモユ′注射雄性ホルモン塗布，雌性ホルモン

塗布，正常発育，のニワトリ¢〕とさかの長さ高さの区別がはっきりしてきた。

大小騙係を示すと次のようになる。

くとさかの長さ＞

艶性ホルモン在京＞雄性ホルモン塗布＞撒性ホルモノ津布＞正常発育＞避性ホルモン注射

くとさかの畠さ＞

放性ホルモン注射＞雄性ホルモン塗布＞正常発育＞雌性ホルモン塗布＞雌性ホルモン注射

24日目になると，とさかの長さ商さ，ニワトリの行劫両にほ，相当な髪が出てさ7㍍

とさかの長さ高さの大小的孫を示すと次のように夜も

くとさかの長さ＞

雄性ホルモン注射＞雄性ホルモン塗布＞正常発育＞雄性ホルモン塗布＞雌性ホルモン注射

くとさかむ高さ＞－

雄性ホルモン注射＞放性ホルモン塗布＞正常発育＞雄性ホルモン塗布＞出離生ホルモン注射

こ0結果から，放性ホルモン：′ま，ニワトリのとさかの良さ高さ，大きくする方向に働き，撹雄ホ

ルモンは，こ才Lを抑制する働きがあることがわかった。 又性ホルモンの注射と，塗布とでは，刺激
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とさかの長さ

石十二二二＝ト「‾7　－　「一一TTH r－i

5日目

ときかの高　さ

ヶ一一一－

1・二二こ‥二∴

10日9　　　　15E凋

＿一・／’

，胎〃Eン注身担ニワト

／・雄僅封レモン塗布かニワI

二二二二二二二二’＝＝二二＝二二ニニここニごニ二二＝ニ＿

l‥　1－‾－　　‥　　　‥：　　・

2DE］ヨ　　　　　25E層

ノ掛伽てルそり注射のニワト

／／／／ィ萱鑑‡莞諾雲芸

／’／／∴

／

正常発育のニワトリ

r雌性ホルモン庄射のこワ

10日目　　　　15ヒ旧　　　　　20日日　　　　　25日目

の圧合は，注射の方が大きいこともわかっ7こ。

このグラフは，ニワトリのとさかの良さ為さの平均値である。7こたし赤のB，白のFは，1羽た

ったので，その記録のままである。

最後に，僕の芙験槻察膏指導してくださった，新山，藤木両先生や先輩に，厚く感謝の意を表し

ます。
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ネ　ズ　ミ　の　学習　実　験

2年三　　五　円　　　摩

動物ほ，茶釆食物を得ようとすることに積極的であり，でた苦描からは一般C′このかれようとする。

たとえば，いまで字形の箱を用意し，このうでの部分の左側に5ま，電流を通すという罰繁用怒し，

右側に好物の食物費葦き，T文字の下端にあたる所から動物を出発させる。 こrL膏何個かくりかえ

すうちに，動物にやがて左へ（′ニ曲がらず，必ず右へ掛がるように慣らされる。こrLは左へ曲がるこ

とと罰との闇だ一つの条件反射が成立し，右へ曲がることと食物，すなわち報酬との露出こ，他の条

件反射が成立した浩粟でムる。この場合勤物『て右由することを学習したとしへう。

このことを，ネズミ督使って；一三験してみたc

く買験＞

ネズミの学習を調べるために迷路を用いた。 迷路に，出発点と目的点と恕浩ぶただ一つLつ正しい

達のほかに，たくさんの袋小路を作った。当的点虻は報酬となるべき食物をかレって，ネズミが袋小

路‡てl：ていったとき，すなわち誤った手て∴：，一子、ズに罰を与えた。（この罠も電流を用のるのがよ

で1ヮたか，過当を装置がモ刀1った〇で置接ネズミ町奉で罰を与えた。）

第7日∴つぼ，ネズミかむかず，罰の与えどうLで1った1しかし，2日，3日と日数が’こって吾

く仁′てつ㌃して，迷路をぬけるのに妥する時制も，まちかのの国数も減っていった。また長競うころ

はネズミが満腹で勤かなのということもかIrJたが，ちとから托芙験を始庖る歎時間前からこすを与

えずに実験した。

」　ri

35

左の図は実験に使用した迷路である。

寸法横83m

霹呈5く～cn

I笥さ10cm

をかこの迷路は，三省堂の教科書の迷路

と同じである。



次の麦も、エびグラフか実験の楕粟である。

表の見方：点線の上が迷指せ抜ける時制で，下の方が迷路を抜けるときの埼違いの回殻である。

T．▼－…▼▼▼‾‾▼1‾1‾‾－‾‾－．‾‾丁‾‾‾‾‾‾▼l、二‾‾‾丁‾l‾‾‾▼－
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く問題点＞

実験により，ネズミの学習曲線はグラフに示したように得られた。 しかしこrLは単に条件反射だ

けであり，他の婁因は胞係したかったのであろうか。 私はネズミの臭いということも，重要を要田

の一つではないたろうかと考えた。ネズミの体臭が迷路にしみついてしまって，日ごとに迷路を早

く掟することかできるよりシこなったのではたいたろうか。後日，環境を同じ呈′てしてレ1る，もう一匹

のネズヾを同じ迷路で芙験してみた。 丁ると，1ヨ目で前者か4～5日学習したのと同じような結

果が得られた。これは前者の臭いをたどり，後者が早く技けらrしたと考えられる。 しかし，前者は

袋小路のあちこちに臭いをつけてしつるのであるから，そんなことは関係しないとも考えらJLる。 で

た，臭いという問題か残ってレ1る。また，二匹の差は個体差では夜いたろうかということも考えら

才Lも。ここでは，二匹のネズヾしかい貴かヮたので，個体差であるとも竃Hハとも街等できないこと

は，残念である。

秋目のツマベニチョウ（1967）〔罰り

2誉大東賢二

9月15日（Fri）枯れ

また飽きもせず，秋呂へと行った。午後1時ごろ，1人砂浜でボンヤリと夏休みの調膏貧のこと

などの思い出にひたっていた。とたんに，ウラギンシジミの夫婦力一，アベックが璃ひたした。2頭

で飛びまオフってレつる。しばらく眺めてしつると，ノブドウの花であったろうか，1頚のツマペニチョ

ウの省がとまってレつるのに気づいた。「ソレッ」と走っていったが逃げられた。「ああ，ウラギン

Cリアベック（？
．
）登ん加眺めているんじゃ充かゥた夜あ」となげいていると，石垣にスヾナガシが

とまった。やけになってネットにたたきこむ。♀らしいのて持って帰っ7㌔（♀てあったが卵は産

まなかった）その石垣にすわってまた思い出にひたっていると白い姓かスーツとヒギリにおりてレつ

ってとまった。
その堪錐工もウ走り出してレった〔そこまで約50m，杓秒で着いたろか高頂新記

録ぐらいに：・ユなったかもしれない。か，あと5mぐらい，というところで飛びたした。「あっ」と

思わず心の中で叫んだ。ところかそいつはピーマンのできそこないの赤くなっているやつめがけて

飛びまわっている。ピーマンと気付いて逃げェつとしたとたんに，42cm口径のネットの中へと消

えた臼である。非常に新鮮な肴で，その日の鞘羽化したのではないかと思われ，殺すのがなんだか

気か射すた。そのあと，別に述べたれタテハモドキの夏型の♀奪1護良つかまえて，ますます教員

か気にいった。他確，モンキアゲハ2♀早，ウラギンシジミ2番肴2♀♀，ツマベニチョウの幼虫

2令1頭を採集した。（この幼虫は，勧化のとき糸かほずれ，羽化に失撤した。）
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南薩の迷蝶記録（196　7）

2位　　大　原　督　二　　出　来　和　音

茶　　　洋　一

こrLは，ことしわがクラブ員が記録した刀は世閏近辺の迷煤である〔

ギンモンウスキチョウ（CatopsiIia pomona Fabricius）

7月9日　晴れた頼　りたり

加世田市益山醸杭の自宅で，庭先に植えてある百日草の花（桃色）で吸空中の新鮮な1早を採集。

（出来）

7オクテハモドキ（Precis orithya Linne）

7月10日　晴天

m世田市益山畦杭のイモ個別低くゆったりと飛んでいた1番（新婦）驚目撃。 （比釆〕

7月30日　晴天

加鹿田市円田佐万の路上j Om程をゆるやかに飛んでいた1肴（小項）を採集。 （出来）

リこしウキュウムラサキ（恥polimnasbolina）

7月16日を絢のち暗㌃L

川辺郡坊津町秋白で人家付近を飛んでいる新鮮な個体奇計弘。 何回か採集を試みたか失敗。 なお

雌雄や型の別は不明。 （大原・出来・染川）

メスアカムラサキ（HypolimnasmlSippusLinne）

7月10日晴天

郡世的苗宮原の通称“おかん山’’（海抜67′刀）の山頂（「まのせ」4号pagell付メスアカ

ムラサキの飛来”を参照）で追飛中の2谷肴（いず㌃Lも小破）驚採集。 （出来）

8月4日快晴ノー，．． 。．
9：08

加世田市干河の自宅の庭先のツバキ（高さ約7椚）で占有飛行甲の1省（新鮮）を採集。 （大粒）

9月24日晴天

ガロ世田‾前官原のかかん山の山頂で低木にとまっていた1番（小破）蟹採集。 （本）

10月21日晴天

刀自世間市宮原かかん山の山頂で小飛中の1肴（小破）を採集。 （出釆）

カバマグラ（LimnaschrysippusLin三Ie）

7月る臼螢り時々小雨二°18：00
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加世田市干河のイモ燭をゆゥくり飛んたりとまったりしている1番（新鮮）奇発見。 サツマイモ

の雲にとまったところを採集。（大原）

クスイロコノマチョウ（A・施IanitisledaLinne）

7月8日轄rLたり曇ったり

現世靖市干河の自宅の庭先にある竹やぶの所で夕方，1♀（新鮮）を採集。 （大原）

8月5∈］㌍天

7月8日と盲圧ノ場所で1♀（′′」磯）を採集。（大原）

8月24日妻曇天25：50

圧先の鉢に植えてあるエノキにて匝眠中の1答（新鮮，発生惜体か？ ）驚手で採集。（ブこ環）

9月51日ヨノ致天

性辺郡六浦町天端の周ん語で羽化失敗村本1？ ；モ探賢、付近で発生したものらしい。（大鳥）

18月31ヨ帯天15：50

耶世貯市益山麓杭の遺げた奇中飛中の1含（新鮮）を採集。 （出来）

（識ブ

l
l
大海のギョボクとキジョラン

2正大原書二

1月2日

ツマペ・ニチョウが六浦で10月10日に（新鮮を第）目撃（大原）され，10月21日に↑肴

（中破）が採集（染川）された。レつつも，大浦惟ギョポクかあるのだろうか，と疑問に思っていた

が，この日，出釆君と二人，朕の幼虫や鰯に茄託のあいさつがてら，ギョがクを探しにレつってみよ

りとレへっことになり，1つの谷j出てそって登ってみたnなかなかみつからない9「ヤはないつか

なあ」とのいなからずっと登ってのった。 茶のシイノキKでつわりついている1本のカ∵ノラ考み

て出来君かrキジョランだ」という。 「そうかもしγしん」といってよくみると，忽ちがいない。 キ

ジョランだ。とうとう見つけた。 見あげると，葉に直径1C戒護どの小さ∵な穴があいている。 「幼虫

かいるかも」といって出来君か登る。 すぐに「いたぞ」といって，1枚の菓奇持ってくる。 独特の

鎧板のそばに1令幼虫がいる。 慧7こ谷川にそって登る。 先を行ってレ1た出来君が「あった」と叫ぶ。

－＿‾「． ‾－；＝
2本のギョポクが上の方の葉を霜でかっ色にされ，はえている。 やはりあったか，という気持ちだ

った。こrLでツマベニチョウが発生したことは，充分考えられる。 その少し上でキジ∵ブラニ／を多数

発見し，1令幼虫を7頭見つけた。 現在，私が4豆緑青している。 2令が2頭，3令が2頚である。

ー　39－



秋　日　調査会（1967）

期日8月10日－12日

参脚人員

先発；出来邪法茶洋一田元和美五田便染川渡天寺崎逗子

藤知子中村ます子

後発；新山・肺木先生大原賢二尾辻公一平川忠久野田民子立石俊子

竹ノ円久子川崎瑚栄子崎山幸手伊東長子

コース1′先発；万世（1°2：10）－（バス）一大浦－（徒歩）一秋臼

徴発；郡世田く17：10）－（パス）一秋呂（18∴50）

夏休みはクラブとして集まることがあでりないので，毎年成果があがってい夜レ㌔㍉そこで，今年

は初めての試みとして，二泊三日の渕奄全教行なった。以下はその報告である。

8月10日快晴

12：05我々先発隊8名は万世慰霊塔下

で，黒瀬行きのノくスに乗った。皆やる気十分で

ある。40分ほどで大浦に着いた。 ここから秋

臼までの約9随を歩くわけである。大浦小学校

で準備をおえた8人は，さっそうと歩き始めた。

2つのりツクは，得々の道具の7こめ，そうとう

の重さになゥた。そこで，5人の男子が2Cl分

交代で背負い9旭の道を2時間半ほどで歩くこ

とを目標に進んだ。秋封へ向かう車が何台も我

々奇追い越すけ才しど，触らはじろじろ私たち奇

見るだけで，荷物をのせてくJLようと托しなか

った。
しかし1時間ほど歩いただろうか，軽自

動車の音か！大浦方面から近っいて来た。秋臼

へ向かっているよりである。突然その事ぬ止ま

った。「ありがたい」「荷物奇後ろへのせ夜さ

い」とその運転手さんにいハ「ってくれた。背の荷

物のなくなゥた我々は，皆身軽るになった。峠

まで，それから10分ほどで着き，秋目の部落

が一望に見わたせる所に出た。〔田元〕

彼は秋呂行きの自動車か，荷物を乗せてくれ

ないとレつっているが，こJLでも，私たち文子に

は，2由も乗せてくJLようとしたのたから，そ

のこと奇お受ちがいたく。もちろん，ことわっ

たけJLども。〔寺崎〕

なにしろ貢夏山しかも責昼たったので，みな

汗たく，冷たレ1風かはか奪なで，そりさわやか

盲は，まるでコークみたい（峠での宣伝料いく

らもらゥた？）10分くらいの休憩の後，もう

目の前に見えている目的地をめざして，再び歩

き始め7こ。皆，背中の重い荷物もなくなったせ

いか，いやに元気づいている。話し合いの結集，

今度は，近道をしていくことになった。最初私

たち文子5人，非常にはりきっていたものの，

その近道とレ1うのか，まったくひどレ1もので，

しかも，下ク坂，止まろうと思っても，恵志と

は反対に足の方はなかなかとまってくれなレ1。
おかげで，前よりも疲れたみたい。でも，その

気分も一気に吹き飛んだ。なぜなら，近道を出

ると，私7こちは白田地紋盲に，足を踏み入れて

いたのだから。
人家もあちこちに，姿を現わし

－40　－



この地図は秋白の略図である。
A地区，B地区としたのもて，ギョがクの所在

地点によってわけた。

またくわしくは調査してい覆いか，今のとこ

ろギョポクのあるのにこの2カ所である。 ソ
テツの自生地としても知らrしているか，今で

は少なくなってレ1る。
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はじめた。小さな漁村である。 海から吹き上げ

てくる潮風が心地よい。しばらくかしゃべりを

しながら歩レ1ていくと，荷物を運んでくJtたか

じさんの家へ到着した。11：00壇たった。

さいわいをことに，おじさんの家が店であっ

たので，きっそくカキ氷を注文して食べ始めた凸

（中村）店にはキュウカンチョウがレつて，面白

い。
水を食べかわって，彼とあいさつをかわし

今日から，我々の宿である，秋ヨ小学校へと向

かった。（出釆）秋自小は，付近の民家より一

段高い所に為り，校門の前には，大きなアコウ

が線Cつ業を茂らせていた。秋日のシンポル昭存

在のようだ。校門へは長い階段を登っていかな

けrLはならなかった。アコウ（掛合380年と

いう看板があった）が大きな良の気根をたらし

ている下互，一段一段登った。両側は，ソテツ

・ヤプソテツ・オオタこワクリなどが，きrLレ1

に植えられていた。校医には，せんだん（ノJn世

矧笥なシ／ポルの大木が茶，どっしりと，

陵をすえている。周組は，ブッソウゲ・トウワ

メ・・カイコウズなどの亜熟静性植物の花が咲き

みた才していた。驚いたことに，図書室の後には

析令80年程度のゴムの木か，大きな葉を付け

て茂っていた。（本）

5時すぎ近くの海岸へたき木城クに出かけた。

ちェうど干潮時であったので，たき木のありそ

うな小さ覆畠へ行った。大きな松か，松食い虫

にやらrL横たわっていた。すぐに男子4人か登

って行き，手に持てないほどたくさんの枝を折

って来た。
枯れ枝を取って帰る途中，ウニの一

用をみつけたDが，すぐには取らずに，弓月日の

採集の時のために残してかくことにした。

今晩の献立はカレーラ4スである。 カレーラ

イスは，帯意を料理であるか，なてしろ多人数

なのでと票どった。やれ野菜の切ウ方が大きい

とか，砂糖は入訂しないとか，火かよく燃えつか

ないとか，大騒動をしなからも，カレーライス

ことさものができあがった。く椅）

さて，先発隊が秋目で大騒勧告しているころ

後発の我々は，バスに乗るために荷物を準備し

ていた〇すごい荷物で先発の連中も不安をもの

は，ほとんど我々にでかせ之のである。
タクシ

ーを呼んで乗ったのは，荷物と新木先生たけ，

あとの我々は歩いて駅まで行った。
バスに乗り

「あいつら荷物が重かったろつなjと，先発の

連甲のことを思レつなから，CrLから始でる渦棄

会のことが心配やら楽しみやらで，バス（′C許う

ひでもなかった。パスが着くと，男子の連中か

迎えに果た。「ヤア，生きていたかj「オウ，

無事た．！」こrLであレ1さつぼ終り。荷物をかつ

いで小学校へ向う。ところか，「おい，ま薄板

でも挑めながらあと3〇分ぐらいしてから行こ

う」と，先発の運甲か言うのである。

“Why？ ’’と聞いても答えをい。ニヤニヤとし

てのるだけである。たがそJLを押し切って小学

校へと行った。あと3C分待ての理由とは？

何のことはない，また食事の準備が完了してい

なのというのであゥた。（大原）

加世田駅から秋呂行きのバスに乗り込んだの

は，午後5時10分，途中の道路の起伏の激し

いことには駕かさ才Lる。
ノくスは上下運動をやめ

をレ1，ようやく秋酎こ着いたりバスが止まった

のは，秋臼の部落よりも相当上の方であった。

終点とは言え，我ら生物部員は，路上に投げた

されたよう盆敵じたe「あら，ここか終点． ／」

と，にぎやか夜ものである。さあ着いた。 絢が

わくわくしてくる。先発隊の真心こもった料理

を腹に収め，その日は暮れた。（野田）

食事も終り，食後のにぎやか夜話が始まった。

文性軍は，食事のあとかたずけである。 私は，
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その日の記録を，整理していた。そばで新山，

辞木両先生と，尾辻，平川の鎚名が話している。

突然，「卦的た．／」と，新山先笠か叫んた。私

も驚いて，ふり返った。尾∃二と平川の二人に青

ざめている。どうした7と聞くと，怪談奇聞か

さrこて「ぉ討た．／」がそのクライマックスでこら

ったらしレつ。・ぞ㌃Lにしても，この1任意の二人

よっぽど恐ろしかったらしレもこの日寺の語は∴

今でもクラブの笑い話，とカ：つてレつる。さて，

22：3日男子は良書室に，女子；・ユ宿更等沃

て就寝す。

いや寝らア一定ものでは安かった。 敬がどう

にもしつこレつ。「ニオレには一匹も来復レつぞ」と

いう者もしつる。「きっと虫が好か覆いんたま」

と負けずに答える。だれどうにか静かになり

耳。丸裸入口つすぐ近に寝た。 周回も杓巨接

百かざ的たっいや，寝れた時計町方か少たかっ

たむた。明けプ封こたってレ1レ1気持ちになゥてい

に。外の方で突然「ギャー」という芦か草レった。

私に1驚いた。杓が起ったのだろつと，拓を起し

予）たりを兄でわす。たか，誰も起き悉ヤ㌔しば

らく杓も故こえなレつので，また寝た。たが，限

ること托出来ず，すっと起きていた。 すると，

今度は「キェー」である。中」たろうと思って莞

た起きた。すると足の方で本君の起きる気配か

した。「オイ杓たらり」と枚に言う。 「ニワト

リた£」ああそうか，そういえば3羽ほどチャ

ボかい7こつけ，と思レ1たした。たがこの「ギャ

ー」「キェー」「コケー」に，しばらく続レ1た。

イライラしてくる。寝オLやしない。本君も同じ

らしい。「チクショウ，首を絞めてあの変夜音

か出たいようにしてやるか」私は本気でそう考

えたnたか，行動を起こそうとした時は，すで

に起床時和の5：30で為った。 さて11日育。

今日咄睡眠不足のため，どこかでぶっ倒JLるか

もしれない。その陪ほ，あのチャボに丸焼きこて

覆って，私のエネルギー源となってもらおう． 。
（大原）

11日
みんな5持半に覆ると起きてきた。

7時すぎ朝食も終り，かたずけと

採集準備か始でる〔針培2分各班ごとにち

らはって行く甘ずの採芸事，全員，山（地周り

C地点）へ行くことにたった。たか，結き斑Cつ4

名は，「こんな山17）rPにギョポクかあるほずに

環のし，ツマペニがいても末があって揺れるも

んじゃたレ‾ユ」と竃‘レ1たした，。そして……（大豆）

9時半ころ蔓整屋′乃4人，しト【らくして田元君も

下りていった。我々は登り細すた。 ずりと登っ

て行けば，怒声丘に着くなずである。たかd合

誓付近で上道絃革に専かたれわ心ろ怒く合って

しまった。女辛サ蔦とんどであったので莞生骨

決断によお下ることこ′てした。ここでで登って

きたのだ残念でかった。下ってか含目廿毒に烹

たころ，′碓太先笠が「あいつ仁王ツワ′1・ニニー1ね？」

とい受ガL耳。鰭かにツマべニチョウでヱつる。し

かしネットはとうてい届かたレbくやしくてた

まらなかったC「ギョポクがあるかもしJtなレつ」

と考え，上下左右キョロキョロとやって行った

が発見できなかった∩（五m）

旋盤5人〔・1すでに下りたか私たちmどんどん登

った。
ひどい山道である。 そのうちにサトイモ

考大きくしたより在のかちり，笑奪つけていた。

刀いっぱい引っばったら眼がちぎJtでしまった。

このサトイモのオノくケほ学校まで持ち帰ったが

名静ま，わからずじまいてあった。（鹿）

全員で登った。雑談をしなから行く途中，脇見

なした時，足をスベらせて17乃位下の畑へ落ち

た。皆んなではやしたてる。 「チクショウメ！」

とネットの病母つえにして立とうとした軋ポ

キンとその柄を折ってし貰った。また皆に笑わ
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JLもきJほツイて覆レ1と思って，娠屋のリ

ーダー遠の後に厩レ1て下りた。まったく暑い． ／

1人で水屋に入り頭と体を冷やした。 嗣確下り

た4人も釆たらしい。 そして，また誰も行って

レ1夜レ1ような所へ行ってみた。民家の固守キョ

ロキヨロしてのくと，何かと間違われそうであ

る。丘を下ってくるツマベこくたぷん谷）を発

見／走って行く。5〝～位の鳥さ奪ゆりゅうと飛

んでレ1る。そしてすぐどっかへ行ってしまった。

そこでギョ7さク探しを始めた。ギョポクはクテ

クラが厚・のので日光でキラキラしてわかるなまず

である。山に行ったが1本も見つけることは出

来なかった。（田元）

喋の採集も，同じ採築地とたると12回，5回

と回を重ねるごとにそこの虹とも仲艮く覆るも

のである。少なくとも私はそう思っている。 だ

がここの既ユいっこうにをじ‘夜レ1。もっとも

むこうにしてみ了Lく′ま舎じんたら頁後，死ぬのだ

から無理もそレ1。私はここに3凪槍の訪問匿

なるか雪だ－一向に的ほしいやつを採ってレ1夜レ1。

リュウキュウムラサキヤギンモンウスキチョウ

などとも対面していなから一頭も採訂しなかった∩

とにかく，そういう経験をもつ我々4人か山の

上ノ＼行くより，下の二万にレ1てツマペニでも採ろ

うと考えたのは極めて自然なことといえる。

みんなと別れてからすでに7頭はピッマベニ教

員撃していたが，すべて高く飛ぶため，夜がめ

ているたけである。時々，ヒギリにとまるかそ

こに着く前に逃げられてしまうeとにかくまず

冷やそう，ということで氷をつめ込む。 そして

ガードレールに腰をかけ，山の万を見てツマペ

この飛来を待つ。花が覆いのてめったにとまら

夜lハ。ヒギリに時々きてとまるがそれもほんの

数秒間で，なかなか採れない。（大原）

そうしているうちにみんなも下りてきた。 先生

万と女子数名は岩浜へ下りて，ウニをど奇観察

しているようである。他の人たちに，学校へい

ちて昼食の準備をした。何も収獲はなレ1まま，

その朝は終ったのである。（本）

プランクトン採集
2時から席木先生・大

原さん・寺崎さん・中

村さん，そrLに私の5名で坂元さんの舟に乗せ

てもらい，秋目海岸を一周した。私の今回の採

集旅行の目的は海藻の採集である。が，秋日は，

海藻は少をいとい才つれていたので半分あきらめ

ていた。たから舟に乗せてくれるといわれた時

でっ先に乗クこんた。舟が浜を離れてゆくにつ

rL，舟の播JLがひどくなってきた。私は播rLる

ものが大様レ1で，かつまた恐レ1ので，舟か括れ

て手元で波がビチャビチャいうと，生きた心地

がしなかゥた。
しかし，それも舟がどんどん進

んで岸から離れてゆくほつれ，度胸かすわゥて

きた。海藻は故にのって流れてくるものしか採

れをレ1ので，獲物がくるまでプランクトンの採

集驚行なう。（藤）

初め柿木先生かプランクトンネットで採集し

た。非常に多数のプランクトンか採集できた。

伺独行なヮても多数とれるので，水木先生も，

「こJLは大漁た」とのゥてびっくりしたり喜ん

だりしておられた。プランクトンの種親も豊富

であった〇私も2－5蝕引いてみたか，レつかい

に健レ1刀を豊した。初めはネットを落としそつ

に竃：ってあわてたり、した。沖に出るにつれて波

が大きくなり，舟か括れるやら，しぶきが顔匿

かかるやらで大さわざたった。先生が「沖と海

岸近くではプランクトンの種粒もちがうのでは

ないか」といわrL7こので，さっそくネットを引

いてみた。すると，前と比べてプランクトンの

数か少なレ1ことに気かついた。（寺崎）
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′藤氏由貫屋用のネットの柄智，海に落として

し票らた。柿木氏が「いいです，雲た買います

から」と坂元さんにいうので，ひき返そうとさ

れた坂元さんも「いいですか」とののながらも

とのコースへもどった。’罰談じ甲をレ1よ，あ

レ1つは2ロ0円もするんたから」と思ったが，

まあいいあとで格さんに200円金を出させて

やればレついことだ。
（大原）

毎は茶当にすばらしい，督三へ捗養えずのが

凛んたか憎かった。しかし，いつ・三でも坂元j

んの好意こてあまえて旺いられたい。舟は杜に向

かった。岸に近づくにつれ，人影かあちらこち

らに見られた。泳いでいるのだ。 しかし，その

甲に生物部員をみつけた時は，少々うらやまし

かソた。彼らはカニノレと缶は泳ぎ万をして，私

たちぷ舟に近づ高てきた。そこで私たち托，大

レ1ていだった。そして坂元さんに心からお礼脊

いい，我ら現車地である小学校に向かった。

（中村）

海岸におリーてウニを採隻に

ウニの採集行った。 離コにムラサキウ

ニの受精と発生を観察する

ことた。ノくケツと大型ピンセットを持って，新

山先生や，部員5～d名で海岸へ出た。 都合の

よしへことに，干潮時たったのて，ウニが明確極

みえた。前の臼に燃料取りに行ったとき一ヶ所

前もって見つけていたので，そこから収り始め

た。岩のさけめにたくさんはでりこんでいるの

で，なかなか採集できなかった。私は海水着を

持って釆ていたので，泳ぎながら採った白雪こ

とに快レ1気分である〇（m元）

何気なしに海岸へ出てみると，男子の部員が

ウニを採っていたので，私もガロわつた。初めは

うまく採才しなくてウニをつぶしてはかいこが

夜JLるにつれうでくとJtこ〔岩に密着してレ17と

ので，非常に採具しにくかった。（川崎）

j失ったウニ招㍉ムラサキウニとナガウニであ

った。このうちのムラサキウニの受精告が察す

ることにし7㌔

CaC12をかけて鳶卵させるつもりだったが，

不往還のため，持ってくるのを忘れてしまって

ウニのからを割って雌雄を見夕押す，末受精卵を

採りピペットで精子守かける。5日0倍七見た。

卵のでのりに精子が群がる。そうしているうち

に受精賢ができ上がる。難めてわJLイブJL：ま生食

の発生の一端をみて驚いた。埼‡拍凄くて発生

を恕続報案出来復かったのは残念であった。

（田元）

夜にキャンプファイヤーがあるというので，男

子の連中がたき大智取りに行った。午後8時宰

夕食のかたずけをすますと，1箆の男子2人を

残して，海岸へ出た。浜に木を積んで火をつけ

る。レ1つもは，にぎやかを2年の男子も，あま

り歌わない。あかあかと燃える火に，恐れモな

したのだろうか。みんなで合唱したり，何人か

で組んで歌ったりしてみんな楽しそうた。 たが

時はすぐ六二ってしまう。午後10時30分，火

は静かに消えた0（川崎）

12日
とうとう最後の白とたった。7時

すぎに，切缶を終わり，各班ごと

に採集に行くことも′こなり，8喝すぎ，それぞ才し

出発した。

喋斑の4人（この4人ほ，レ、つ’もテクテクと歩

のて，山の中へ入り，体甲クモの巣たらけにし

て帰ってくる）を除レ1て，全員（この中に甘排

塵をクビに覆った，いや揖屋奇やめた男子もほ

いっている）が海岸へ出た。
先生方の説明でい

ろいろを海岸動物を見ていく。笑に楽しい。ま

たその付近にある植物の群落も調べていっ7㌔
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私は海藻奇探したが，ノてビラガラガラ，アオサ

の他には見あたらをかった。（藤）

ツマベニを求めて

殺後のチャンスだ．／オレユ死んでもツマベニ驚

とるそ，と決心した。目撃画数はすでに20数

回を数えていた。やるとなったらやるのが男た。

この朝，煤屋8人のうち4人は，2人ずつ組ん

で出かけた。（大原）

出来と私はB地区へ甲虫を探りに出かけた。 振

蛙の我々が．甲虫を探りに行く，これ（・まかねて

の行劫で皿とりてい考えられないこと夜のに。

そののけは言うまでもない。この秋日まで釆た

とのりのに今日ででめぼしいやつを1頚もつか

まえていないから夜のた，小学校の宴から山道

を登っていった。両脇の竹やぶや，土手の小さ

なしげみの下にネットをすけ，サツマイモ畑に

立っていた竹の樺をしっけのして，そrLでビー

ティングし7こ。ネットてニレつった虫ぼ手あたり

したレ1に毒ビンの中へ，たったの10分ぐらい

で杓とレ1うやつかわからない甲虫を相当捕まえ

私。
秋呂の部落がたいぶ下ケC見えてきた。 山道

はまたまた続いているようた。引き返すことに

なウ甲虫もとろりとせずどんどん下った（茶）

私は，1乾生の尾辻君とい一JL上に，A地区へ

出かけた。彼には双眼鏡をもたせた。 ギョポク

を発見するためである。二人で，ミカン山の所

へ果たとき1亘白リソマべニチョウが頭上を飛ん

でレ㌧った。美しの，とあらためて感心した。 そ

の付近を探す。双眼鏡で見まわすと谷川の近く

にギョポクらしきものが見えた。山へ入り，調

べた。山の中で，尾辻君がルリグテハ告白撃し

た。そのすぐ上にめざすギョポクを発見したり

である。高さ約8〝Z，直径約15cmのスマート

なやった。うれしかった。 とびあかって喜んた。

あいつら（出来，本両氏）は悪だ見つけてはい

るでいと思うとますですうrLLの。 木に登って

みたが，卵も幼虫も婦もみつけられ夜かった3

たがついにギョポクを見つけた。こrLたけでも

いい，と元気がててきた。（大原）

大原が1人で喜んでいるころ，我々の万は山道

を下りていた。人家の付近にくるとやはり好の

ことが気になってきた。人家の厘を桟切ってレ1

くうちは1軒のあき家へ出た。 「あった． ／」と

出巽か叫ぶ。私もハッとした。 ギョポクた． ／深

い窺色の独特の3枚葉が茂っている。 さっそく

ツマベこの幼虫探しと覆る。’‘甲虫屋→餅屋”

もう甲虫のことなど頭になかった。 太くも夜レ1

枝に，110時以上の体重がかかった。 あんの

じょう出来の乗った枝か，「パリッ」とレ1う音

とともかて折れた。もちろん出来は落ちた。 し〇▼l

Lツマベニへの執念はたいしたものたqまたゴ

ソゴソと登って釆私。それかよかったのか，そ

rLから5分もたったろつか，「オック」と出兼

の芦がした。披伯，柊令幼虫1頭を手にしてい

た。私も1匹ぐらいは見つけより，と忍の，小

さな枝の葉の1枚1枚蟹出べたれ結局出末の

1頭に終った。あき家をあとにし，その前か象

む庭へと我々の員は移る。「あった」前でまた

出米の声かした。その家の庭のすみには高さ1

～2椚ぐらいむギョポクか20本ぐらレつ他の木

軽∵まじってはえていた〇幼虫を探したかい授か

りたため，我々は小学校へシャベルを借りにい

っ7㌔小さなギョポクを持って帰るには，どう

してもシャベルの助け封苦ればならなかった。
シャベルを借りていき，簡単に5茶を痴クかこ

した。小さレ1やったのですぐたった。 その時，

我々は，この象の人からギョポクが，秋白では

「アマノキ」と呼ばれ，イカ釣りの道具として

使わ訂してレ1たことや，他にキョポクのあクそつ
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な場所を教えてもらった。「アマノキ」は，ギ

ョポクは一名「アマキ」とも呼ばれている，と

事典に書いてあったので，そこからきたものた

ろう。
ギョポク5本とツマベこの幼虫を持ち，

我々は意気揚々と小学校へ引き上げた。 （本）

そんなこととは夢にも測らず，我々はずっと登

っていった。また双眼鏡で探す。 ずっと山の中，

直線距離にして100mほどあったろうか，そ

こにギョポクらしきもの発見，私は登ることに

した。尾辻君も，周もいわずについてくる。 今

乙てなってみると乍jともバカをことをしたと思う。

そんを山の中にギョポクがあるはずがなかった

のである。それはひどい山道たった。 いや，迫

をんかなレ1のである。たまには谷川の岩場で招∴

ロッククラ4ミインタもやったLlそこを登った

とたん頭の上作∴大きなスズメバチの巣があウ

あわてて首をひっこめた。
人間の頭頂どもある

やったった。（こレ1つは8月20日，私達によ

ヮてこわされ，甲の幼虫は，その夜，ノ韓茶先生

の腹の甲へと消えていった）

行けども行けども見つからない。
めぐりめぐ

って着いたところか，東初ギタがクを見つけた

所，「おかしい夜，どうしてここへおりたんだ

ろう」と不思議がる。（大漁）

小学校で出来と別れた私にツマベこへの執念が

ますます強くたった。そこで1人でA地区へ出

刀ヰ丁た。ギョポクのあるらしいと思われる小さ

な谷川を登って行った。そこは，水はほとんど

流れていない。しかしギョポクのギの字も見あ

たらなレ1。たか私はむきかえす気にはな訂しなか

った。秋白にいる時馳はきょクの昼までしかな

かったし，出来かツマベこの幼虫を1両とった

ことも影響していたのだろう。とたんに，みぞ

の脇佗どこかで見たよりを葉が目についた。

「ギョポクだ．／」つかれもふっとんだ。かけよ

ってみるとかなり大きを幹が，たくさんのカズ

ラにまかれて，遠慮ぎみに葉を出していた。 さ

っそく卵と幼虫を求めて，一枚一枚葉を諷べた。

しかし見あたら夜かった。あきらめて別のギヲ

ポクのあることを願って少し登ると，何をかど

ろくなかrL2－5別のギョポクが5～5本，並

み木のようにはえていた。“しめた”という気

持ちが湧レ1てきた。木が細かったので登らずに

倒して調べた。「イク」思打ず心の中で叫んだ。

5令幼虫である。用意してきた容器に葉っほど

と入れ，2頭わを探しにじめた。 すると，上の

万から話し声が聞こえて来た。「たしか大原元

ちがA地区に発ているはずをのだがjと思いな

がら様子をうかがった。あんのじょう大原と尾

巨秒二人がやぶをかきわけかきわけ下ってくる

のが見えた。（茶）

最初のギョポクの所へ下りてきた我々はしかた

なく下ることにしたや「㌻ると「オーイ」と芦が

した。「ノ、テどっかできいたようを芦た」と思

っていくと，本書が現わgLに。私く′二，彼モ・見る

たり「メイ，みつけたぞ．ギョポク怒1本． ／」

と自信をもって叫んた。自信をもってとは少し

変たが，そうのう調子でいったのである。 たが

彼は「ヘエ」としかのわなレ㌔おまけに「ここ

にどっさいあらよ」ときた。“ああショック’’

我々が厳初見つけたギョポクから，わずか10

数mLか離訂してレつ夜レ1所に，きれいなギョポク

がズラリと並んでレ1る。どうしてオレほこりつ

いてをレ1んたろう。さらに彼は私に決定的こと

ばを発した。「出栗が柊令をとった。 オイもこ

こで5令を1扇とった」誰かさんのまねては覆

いが「ホント腔∴オレほ今まで伯のために歩きま

わったのだろう」と思うと悲しくてことばもて

なかった。

たか，いつまでもそうしてほレ1られ覆い。 気
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告とりなかしてギョポク托：よじ登った。どうし

ても見つけてやると1枚1枚の葉を調べていゥ

た。
だがついに1頭も見つけることができをか

った。かまけに小学校へ帰る時間も約束の10

時30分よ少1時間もオーノて－していた。 しか

たない帰るか，と思ったとたん，上で白いもの

が動いたような気がした。見上げるとツマベニ

チョウの♀がさかんに飛ひまわり腹部をまげて

どうやら産卵しているところだふた。 翻個か産

んだ，と思ったころ，私は長い足（？ ）にもCつ

なのわせ，飛び上がってそレつつ考ネットの中へ

たたきこんた。「とった－． ／」思わず叫んだ。

つレ1て天慣私を見放さなかった。これもかねて

の行いかよいからだろう。感謝感激南アラレで

あった。（大原）

つかまえたツマベニ奇，ていわれに三角既へ移

してレ1る大損嘉のしぐさが私に（・雲少々くやしか

ゥた。しかし幼虫かいるじゃなレつかと自分にレ1

いきかせ，さっきのツマベニか産卵したと忠マフ

rLるギョポクの枝告かたっばLから倒して葉を

調べた。たが卵らしきものは見つけられなかっ

た。さてはツマベこのヤロクにだまされたかな。

我利はふつうならあきらめき才しないところであ

るがきょうは成果の♀蟹とっているたけ虻，そ

れで帰ることにした。（本）

学校へ帰ってみんな『こ見せる。他の庶屋もくや

しそうであった（もって帰って高校の温室Cつギ

ョポクで採卵を試みたが，2日後死んでしまっ

7こ。
1個も産んでくれたかった）

さて，早めに昼食をとり，全員であと始末奪

やり，先生方にお礼をレ1リて，2時1［）分ごろ

秋自賛スタートした。帰りも，近道驚通って偏

った。みんな振れたようずもたい。 峠まできて

もうー蛇，秋白を見た。「あそこが小学校た」

「あrLかあの島た」と意ごりをしそつに話して

のる。小雨が降り托じめた。 秋臼も別れ射普し

んでいるのだろりか。午後4時，大津；て着き，

4時25分充のバスで加世田へ向。 （大患）

以上，初めて行なった二認ヨ三日の調査会む報告である。角しろ初めてで，勝手もわからずう票くい

かなかっ7こ点もあった。しかし全員よくやってくJtたと思う。 それぞ才Lが蘭係した所を書きたいよ

うに苦いてみた。少々かわってレ1るかもし訂しないが，クラブ活勤の－・端をそのまま二告いてみた。決

つして記録も忘Jしてはレつなレ1つもりである。これが本当の局そ変のクラブ活動の姿と思う。

我々の宿泊所，ベースキャンプとなった秋臼小学校，我々の無理なお願い教快く引き受けてくだ

さい増した釘出校良先生，堀之円教頭先生，また食事などお鰯になりました遍田先生，並ひに諸

先生方に，部員一同心から感謝してレ1ます。本当にあがとうございました。 また，こ才しからもよ

ろしく卦戯いいたします。

CUより化して，第1回めは何とか終った。 こrLが高校時代の菜しい思い出となってくrLれば宰

レ1ですっ（大旗）
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カ　エ　ル　の　心臓還　流実験

1圧　　尼辻公一　　平川忠久　　竹崎秀一

心轍の自動性を確かめるためカエルの心暇を使って実検を試みた。 こ摘・三，文化祭報告の1つて

為るっ

戎至材料と器具

○ウシガエル8匹

〇八本式渡抗生琵（右景）

○ビーカー

ロ＿スポイト

0シ‘彗・・－．レ′

○エーテル

0解剖道具

〇白犬綿糸

D脱脂綿

○その他

∴一一

上「㍊

：‥、． －

〔図l〕

＝二二∃二二二キニコ

黒

目

′

L

r

＼

・：：T沃

ウシガエル蟹用レ1て解剖順序に基づレ1て心晴を雷出し静脈血管を傷つけぬように，できるたけ心

転部に遠い部分の主な静脈血管α誉結ぶ。 その後すぐに動的血管β・′を結んですばやく園のイロ

バ部分驚切繭し，完全に心甑を摘出する。 その掛ては，心持がかわかたいようにたえずリンガー液

懲注ぐ。 それから，権流装置に設置する。

・：・桔異

この裏奴を4軌試みた。 その課程射置告追って述べると，

〔1出目〕

体長14－15m程のウシガエル奇用いて血管の位岩など奇解剖図を参照しながら確認した。

（2匝柑〕

1担帽で使ったのと同じくらいの大きさのウシガエル奇用い，前に述べた方法で心鞍の摘出に取

り掛った。 糸で血管を結ぶのが難しく，血液の循環が止でってし空っと動脈と静脈の区別ができな

かった。 でたAMll：00からその日のPMd：00頃まで7時間ぐらい順熟に循環しているよ

うたった0
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〔5回自〕

11月2日，この日は文化祭であった。

AM． 8：00に解剖を開始し完了したのが

A牲8：45埼たった。 心臓潅流の触紐時

間は，解剖した時間から5、d時間ぐらい

であった○

〔4匡憎」

1回日，2回臼と同様に成功だった。

静脈血管が破れてしまったが応急処置を施

し3回己のものより完全に循環するよっに

なった。心膝潅流の継続時問は，15時湖

以上であったと思う。2～5秒毎規則閏に

A管よりB管にリンガー液が滴下さ訂した。

薮わかつ7ここと

軸力エノレの心機でも潅流は可僕でありそ

の心持が2心房1心室であることによって

潅流のしくみが次のようによくわかゥた。

静脈とう部に日朝性驚有する特別な筋肉

∵
∴
－

∴
一

抽焙部

Ad＝背側大勤派

Ap＝肺動桟

C＝畢動脈

’Vp＝肺静脈

から成り心房に起こる収轟が心室への刺激

伝達ごて茂る。

〔保沌〕中の（B）において，心室が収縮すると，血脈血管からリンガ一夜か茸し迅されて，

昌男」〕中A管からB管に櫛下される。 すると，同時に心房が腫脹して〔題I〕甲B管のリンガー

液を吸いこむ。〔図五〕甲の（A）を経て，すぐ〔詔書〕中の（C）のように心室が膨脹して心房

から，リンガ一夜が吸収さrLる。 以上の旭序で周期的に潅流運動を行なう。
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甘）自動収縮の盾瀾匿ついて

心筋の収縮地理は普通筋内，（平滑筋）と同様，自律神経の支配によってなされてレ1るけrLども，

他の筋肉と異なる点として，静脈とう部分に始でる刺激伝達系という特殊を筋肉から覆り，そこか

らの刺激伝運により，日勤収縮の運動を行なうとレつうことである。

（3）摘出心瞳に及ぼす外部環境

実験の途中で設毘亨れた心暇舛：リ／ガ一散をたえずかける手間を省くため，全体驚リンガー液中

につけてみた。その結果，次第にはく動か溺ぐたってし貰った。 このことは，おそらく，乳酸分解

に必要な02欠乏によるものだろうと，思わrLる。

（射ンガ一級中にブドウ糖を刀口えたが潅流運動仁′こ影響はなかった。

甘〔図I〕中の（β）管の流量の多少によって，潅流運動に変化がみら㌃した。 このことは，心房

にかかる液圧の大小による物斑酵封動翼であろう。

（6）前に述べた2匝帽の買験のとき潅流遊動に休憩と表現していいようを，運動しない時があった

が，5・4桓憎の実験では，ぜんぜん見られ査かった。

点反省

○誓実験で為ろうと思っていたので何回も解剖し，装置に設置したりした。

0ウシガエル⑦格技に時間を大部費やしてしまった〇

亘墾瀦淫崇宝〔度日〕中のA・B面管の先端に糸がかかるようなきずをつけたほうがよかった。

迫田さんからのお手紙と「まのせ」への献金

19d8年，部員の皆様が充実した高校生緒を過ごされる長い年と

なりますよりに。特に3年隻には，明るい年になりますことを祈り

ます。さて，今頃，例隼通り部誌づくりに励んでみられることと思

います。「誉のせ」第4号の甲に書かれてあった，“重い自然のと

びら”が少しづつても餉かれていくこと蟹期待します。

2．008円同封します。

少しでも役立ては魔しげ、です。

生物部一一同様

迫ロ］裕子（日置郡吹上町中央保育園勤務）
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P・T． C・実　験

2年寺崎道子

中村． 雲す手

人間に：′・1，・為る試婆に対して，苦味を感じる人と感じない人がレ1る。 日本人の味盲者を114％と

いうことだ。そこで，私たちの芙糎でも，このような結果がてるかどうか，現高生の一部に協刀し

てもらって藷iへころことにし7こ。

○実収万筏

試験紙つ一端を軽くHに合でせ，約5秒間経過した後の呈時々「無味」「苦い」で判定する。

0芙故老数

男子89名女子d9名計158名

0倍巣

男子89名のうち，味盲者が7名（約8％）

女子59懲りうち，味盲者か12客（約17％）

計158名のりち，味盲者か19名（約12％）

次こて，P． TC′の苦味奇態じない性詠三，1つの遺伝子に支記され，メンデルの法則とて従って遺伝

する，ヒトの劣性の正常杉哲ということた。 そこで，苦味奇態じ7て人と散じない人の家討てついて

掛査してみ7こ。その一例は下図の通り。 （なか，○印は，味百着）

姉 妹
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男
ヽ．．．．

．

義
人
　
（
質
し



○反省

時間がなかつたのと，私たちの研究不足で，あでク艮い結果は得られなかった。 でもこの実験

はレ1つてもやれるものなので・時間をかけて調べてみるともっとよい結果が帯られると思う。 ま

た，こんど行なう時は，遺伝のことについて，詳しく調べてみたい。 陪問かあったら，・またやり

たい実験である。

血　液型民　族係数

2年寺崎道子

中村ます子

血鮫型の分布は，民族によって多少巽そる。 そこで，了犯馬1発生520人の血液型を藷べ，血液

型民族係数を出してみた。なお，血放型の分布の比率を調べるのにに，次の式そ用いた。

血破型民族孫数＝（A型％÷AB重雄）÷（B型％＋AB型％）

0上式による各民族の係数

欧州型（2． ロー4．5）欧州全部

甲蘭型（1．5～1．5）アラこアロシアトノレコスペイン

湖南型C1、d）日本円地雨支部

満州塾（0．6－1．2）満州朝鮮

アフリカ・アジア型（0，5－1．4）恩人スマトラジャワ

太平洋・アメリカ型（0．8～1．0）アメリカ原住民オーストラリアフィリピン

D結果

A型45％（141名）B型17％（53名）0型29％（92名）

AB型11％（34名）

血液型民族係数2

この桔巣から，1年生は欧州型に近いとのりことになる。 このような結果かてたのは，けず第

一・に，人数が少なかったことと，血液型を各自で謝べたため，判定が不正確だったことではない

たろうか？
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竹田神社の媒類（1967）

2隼田釆邪法・田元和美・染川鱒夫

大風賢二・本洋一

島津日新公の城下町として栄えた我か刀口世出，その当時の面影を残す竹田神社。 この神社のある

森は周斜約1短，高さ的dDmの小さな丘である。 この森は我々生物部のムシャたちにとって格好

の採集地となっているe塵や咳，その他多くのムシがいる。 とくにこの森の一角にある池に憶，数

少覆いオオバラビロトンボが生息しているeことしは日新公の40口琵記念行事としてこの池のま

わが公射され池の水もrLレつになった。 これ走けでこの卜／ポが絶えてしまうことは覆いだ

ろうが貴重なトンボたけに，我々も気をつけていきたい。 またこの森はムシだけで夜く植物の種数

も多く，我々のクラブでもこの森の植物を調べてみたが，ことしは終らなかった。 この項は2年男

子部員か，ことし記録したこの森の蝶泡の記録である。 しかしこのほかにも記録のつけわすrLや，

記録を紛失したものがかなりあるので，実際はもっと正確を，もっと多くの記録になったろうと残

念である〇なお，この記録は，ヨ三に出来邪法のものによる′．

刀口世田市武用竹田神社付近

り．＼＼－㍉如
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これらの記録に用いられる記号は主に虎児島昆虫同好会で用いているものによる。

十；個体数が少ない♯；普通＃；多数目撃したCOll；採集すべて1957年のもの

くセセリチョウ科IneSperiidae）＞

C1）クロセセリ（Notocryptacurvifascia）

2月4日鴫7頭（ノ、ナヾヨウガ）6月1E］2～3令幼虫2頭（ハナミョウガ）

（2）オオチャバネセセリ（Polytremispellueida）

2月5日幼虫5頭（メダケ）

（3）ダイミョウセセリ（Daimiotethys）

4月30日十6月1日絶命幼虫2頭（ヤマノイモ）

（4）コチャノべネセセリ（Tnoressavaria）

4月3（〕日＋8月8日1coll

（5）アカバセセリ（Choaspesbenjaminii，japoniea）

5月13日1－3令幼虫20頭6月10日幼虫を多数見る

くアゲハチョウ科（Papilionidae）＞

（d）ナヾアゲハ（Pap五1ioxuthus）

4月3〔〕日」＋5月1日＋占月10日十ト6月て1日＋7月12巨］≠

8月8日2CO112頭呂撃8月3口日≠9月28日・廿

（7）モノキアゲバ（Papiliohelenusniceonicolens）

4月50日♯5月1562頭目撃5月1台臼＋5月24日≠る圭「1日

柊令幼虫3頚（カラスサンショウ）占月1［）日≠る月11日1♀poll＋←

5月25日卵2個7月12Ei≠8月8日＋8月うD日車9月28日

幼虫2血卵1個（カラスサンショウ）

（8）ナガサキアゲハ（Papiliomomnont，humbergii）

4月50日≠4月1日車6月11日1第COII6月25日2♀♀col1

7月12日十8月8日＋8月50日≠

（9）クロアゲハ（Papllioprotenordernetrius）

4月30日≠6月1日4令幼虫1頭6月10日＋6月11日≠8月8

日＋8月50日1十

（10）キアゲハ（Papiliomacnaonhippocrates）

6月11日＋

（11）7オスジアゲハ（Grapbiumsarpedonnipponum）

4月3口臼≠5月18日十十5月1ロ日＋6月11日≠7月12日＋

8月8日＋8月30日≠

（12＿目方ドアゲハ（Graphiumdosonalbidum）

4月30日卯38個≠5月5日1♀eol15月24日1eol1
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（15）ジャコウアゲハ（Byasaalcinousalcinous）

4月30日≠5月1日4令幼虫2頭6月10日＋6月11日＋8月8

日＋8月30日≠

くシロチョウ科（Pieridae）＞

（14）モンシロチョウ（Pierisrapae，CruCivora）

4月50日＋5月15日＋5月18E】≠5月1巨「＋d月10日≠

d月11日＋ト

（15）スジグロシロチョウ（Pierismelete）

6月1日1coll

（16）キチョウ（EureIuahecabemandarina）

4月50日＋d月1Ei十ト6月10日♯6月11日十

（17）モンキチョウ（Coliaseratepoliographus）

5月18日＋6月1日＋

くシソヾチョウ科（Lycaehidae）＞

（18）ムラサキシジミ（Narathurajaponiea）

5月11日」＋

（19）ムラサキツバメ（Narathurabazalusturbata）

d月11Ej＋

（20）ルリシ子HCelastrinaargiolusladonides）

占月11日♯

くマダラチョウ科（Danaidae）＞

（21）アサギマダラ（Paranticasitaniphonica）

4月50日1頭目撃d月11日1eoll

くクテハチョウ科（ヱ専mphalidaeJ＞

（22）ツマグロヒョウモン（Argyreushyperbius〕

4月30日＋5月11日1省COll

（25）コミスジ（Neptisacerisinter・media）

4月50日・≠5月13日＋5月18日≠5月1日5令幼虫1頭5月

10日≠6月11日≠（いずれも小型）

（24）スヾナガシ（Dichorragianesimacusnesiotes）

4月30日1colll頭目撃5月24自若令幼虫29頭卵1個6月10日終令幼

虫1頭4令幼虫2豆自3令幼虫2頭6月27日柊令幼虫4頭7月12日1頭自撃

8月8日1co111頭目撃

（25）ゴマダラチョウ（Hestinajaponlea）

4月30日＃5月17日終令幼虫1頭4令幼令1頭5令幼虫1頭5月20日
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終令幼虫1屈

（26）イシ∵ガケチョウ（CyresいSthyodamasmabella）

5月24日1頭目掌

（27）キクテハ（Polygoniac－aureum）

ム月1日＋

（28）了カタテハ（lranessaindiea）

占月1日幼虫う頭

（29）ルリタテハ（Kaniskaca． naeeno－japonica）

9月28日柊令幼虫1頭て8月29日終令幼虫1頂

くシャノメチョウ科（Satyridae）＞

（30）クロヒカゲ（LethediaT】a）

2月2日幼虫5戌4月30ヨ＃5月18巨子＃6月1日草d月11呂

＃

（31）キマダラヒカゲ（Neopegoschkevitschii）

4月3061colll頚目撃

（32）クロコノマチョウ（A王elanitisphedimaoitensIS）

d月11日2琵琶些

以上，打にこと器クのたい場合は撰集したことを示す。
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竹　訂神　社　の　シ　ダ顛

2年本洋一

我々薫物クラブの媒班にとり，市街地はず㌃tの竹田神社の森は，昆虫の採集・生態観察の場所と

して穀遡Uつ場であり，週エイC1～2柚は必ず行き，のつも中を走りまわってのる所である。 我々の注

呂丁るのは，いつも昆虫たけに限ら才していたために，日和いハつも上にたけしか向けられな刀ユった。

下，つまりこの森の植物たちにつレ1てほ，媒たちの食草を除いたほかは，ほとんど偏心の凱宜向け

らrLなかった。 いつものように，昆虫採集に来，オオチャバネの幼虫を探してレつた私に，食草のメ

ダ九つはえている土手が，一枚の笹に娘のはえたようをある種のシダ植物に，一面覆いつくされて

Lへるこつに気づいた。
化けこも，しノーく種麹かのシダ植物が，この中に混ってくユえていた。

頼みを利鞘して，ヘラシダと名前の㌃－かったこのシダの分布調香を，行なって見た。 豊かにも

多くのシダ細物が見かけらrしたので，このヘラシダの調査と同時姥，名前たけでも調べることにし

た。冬抗，他の植物の甲に莞奪落とすものがあるので，この森のよう【′て経本の多い所は，言′簡べやす

Lへのではまいか，と思い翔理を行たってみたn

・ヘラシダの分布
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分布・地凶に表わしていない割合疎なヘラシダの分布地域を含めると，その範囲は森のほとんど

全域にわたり，ウラジロ・コシダのそれを圧倒し，ここではシダ数中東局を誇ってレ1るようた。 地

図上のA・B・C・E地区では群生し，他のシダたちを追い出している態じである。

B地区は，前記の4地区の中でも，特にその範囲は広く，高さ4周ほどの土手驚覆いつくし，坊へ
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も約207乃ほど広がっている。 しかしよく見ると，上から3mほどは下の土が見えをい憺ど，驚生

している（つに対し，地面近くできて下へ移るにつれ，だんだんその数を滅している。こJtClて，この付

近－・帯が湿地になっているため，乾燥した場所を好むヘラシダにとり，生活し托：くいこと驚よく物

語っていると思うn

D地区で私は，琶あたりの良い場所にはえているヘラシダの一群を見つけた。 それに． 今まで見

てきたへラシダに比べると，その大きさは半分にも清た奇ののである。 そこで，B・E地区とこの

D地区のものの大きさを比較し，数字に表わして見た。 く結果＞薬鼻・葉柄とも，D地区舶臓区

黄　　 身 葉　 柄

良　 さ　 幅 長　 さ

B 1 8．3 2．3 1 7 5

D ふ う 1．．5 5．8

堅1 2　5．5 2．2
l

‡＼ 」！

竹田神社で採集されたシダ錆

Aspidiaceae　オシダ科

ホシダ　　イノデ　　　ペニシダ

ゲジグジシダ　　／、シゴジグ

Bleehna，Ceae　シシガシラ科

コモチミ／ダ　　　オカ∵方グマ

こ）3、5分の1忙しか及んでレ1夜の。

この月・EとDとの差は，検生植物であるこのヘラシダに対

する軋粗時間の′悍遠からかこるものと考えられる． 1（1日の冬

鳥区の日印繊細，D地区が，B・E地産の給う倍で濁る）又，

胞子嚢の多くついた票易点ど長くたるそうであるが，CJLケ二，

日光がこの把手嚢形戌にも蘭係するのではなのか。

ヒトツバ　　　メリノノレシダ　　　オクマワラビ

ミ　ソニ／ダ

パテジョウ；リグマ

polypodiaeeaeウラボシ科

オオイワヒトデヒトソバ マメゾタ　　　ノヤシノブ　　イ　ワオモノ㌣方

ヤリノホクリノ、ラン’

Aspleniaeeaeチャセンシダ科

トラノオシダクノレマシダホウビシダ

Pteridaceaeイノモトソウ科

ホラシノブハマホラシノブワラビマツザカシダナチシダ

Gleicheniapcezre二ウラジロニ科OsITmndalesゼンマイ科

ウラジロコシダゼンマイ

王かmenophyIIac竿aeコケシノフ刊

コケシノブオオコケシノブコ． ウヤコケシ／ブ

その他：

スギナ（スギナ科）カニクサ（カニクサ科）オオアカウキクサ（アカウキクサ科）

イガシラ（イガシラ科）カタヒノヾ（イワヒバ科）

－　59－



細菌に対する抗生物質の特異性

2年安楽慶子

1年新出ゆり子山口光子本坊和代

細菌ゐ培養

私達は． 空気中，水中，地中いたるところに住む細菌について，その一瓢分受少でも軋ることが

できたらと思い，研究考始めました。 今均王，培養器（培地）のつくり万と，細菌の移植について

その方法や技術を身につけることに，重点をおきました。

先ず手はじめに，培地作りを行ってみ管した。

1．手製のもの

水－‾250（£

培地－1ログ・ つノナン‾‾‘Il‾4ヂ

塩化ナトリウムー1才

ペプトン2．5才

ブドウ療＋一一一2．5才

2． ハートインフエージコ／を用いたもの

；、　　　　　　　‥・・　：ご「・：－11：

しノ、＿トインフュージョン

カンテン培二也　′－一18才

．

－

－

1

＼

1

－

－

・

－

－

・

－

・

・

－

・

1

ウシ心暇浸出液一一9才

ペプトン′1－－C． 35才

塩化ナトリウム－0．5才

カンテン一日． 5才

3． 血液ヵンテン

f牛の血扱〔作り方〕シャーレの滅菌160℃

12の培地シャーレの滅菌30分

（シャーレを5個づつ新鹿紙につつみ恒温基中で滅菌。 ）

1，2，3とも三角フラスコ元入れ沸騰さし7こお湯の甲でとかし，きれいにすみきるまで熱する。

天体20～25分やや温度考下げてから，シャーレの甲に流しこむ。 統しこむときはできるたけし

ずかに琉しこみ，気泡をつくらないよりにする。 気泡ができたらマッチに火奇つけて近ずけると，

気泡を遠くことができる。 ・シャーレのふたは，あまり早く閉めると湯気がたまるためしばらくひえ

るの奇でゥて閉める。 （できるたけ滅菌室円で行うことが堂でしい。 ）

〔細菌の植えつけ方〕

培養法を練習するため，肺炎菌とブドウ状球薗‾守培養したものを衛生試験場からもらってきてい

ましたので，これをうえつける練習をLでした。

1． 生理的食塩水驚，試験管に10は位入れて置く

2． 白金耳で培養された細菌を，カンテンまでとらないように庄志してとり，1． の食塩水にとか
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す。

（細管を培養した試験管0綿せんや白金耳は，そのつど炎の上にかざす。 技肯して他の雑菌が入ら

ないようにする。）

3．2の食塩水にとかした細管液を，白金耳でとり培地に植えつけるが，先のでるいガラスほう

で培地の上に細軒液を，一様にひろげる。

〔抗性物質の敦演目

こうして細菌（肺炎菌とブドウ状球菌）をつえつけた培地て，抗怪物野の効果をみるために

カナマイシニ／

テラマイシ／

エリスロマイシン

ペニシリン

、
1
ノ
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！
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．
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1個のシ′ヤーレの培地を，4等分してその中央にたるように，置

きましたn

桓温器の甲で

和音を繁殖させるOに適当モ温圧接37℃

／／／「＼＼＼

／／命

（炉温器を夜間要用できたかったため，27℃位に下ったこともあった。 つ

い倍巣」

抗性物質の周鎧が透明になってレつるところ比組歯が入りこめ安かったところであるので，この

透明欝の大きさでその抗生物質の効果がわかる。

〔落下細をくつ藷誉〕

轟菌の種粒をしらべるのに・渡部議もなく今軋ま細菌の種賛はっからたかったが，生桓室や謂蟄

室や更衣室などの部屋から，次のよう復調菌のコロニーを見た。 全く気にかけないlこれらの空気中

に多くの細菌が，飛んでいることを目の前にみていでさら驚いた。

〔指の細首〕

手を洗わないで培地に数人の人のかや指を，ついてもらって同じく24時間培養してみた。 これ

もなんと5人分で，シャーレいっぱいに細菌がひろがっているのをみた。 質草前肛手を洗うことの

必妥性を，あらためて認識した。 勉強不足，芙験の不慣れをどのため，実敬の結巣を充分に記録で

きず，発表する事は恥かしいのですか，このような冥韻を行なゥてみた報告のつもりでここに記し

ました。 来年度は，この経験をもとにしっかりした実験をやり，その結果を発表したいと考えです。
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生物写

24時間門

白　丸9椚盈1個

2m1個

1鋤以円無数

フ二三「「石

11／▼′／、ヽ
・1ノ／

）

　

＼
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一－　Il一　一

ノ

／
声
′
上
「
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48時蘭

9m1個－中心が黄変した

5mm1個

2mm2個

全部白色の同じよう夜物たった：1．5m3

にわと　りの萄

24時間円

白色（キクの葉のよりな形）

2相2個

1m呵立が数個

謝理写

24時間門

白丸9m1位

白丸おm2個

白丸2m2個

「
′
し
1
1
1
・
・
I
J

個
そのまま大きくなっ

てレった。

48時間門

臼が掻つ£・てつれて蓑変化して

来7こ

48陪間門

封叫掛取柾の1個の中心が緑かか

って来た

1m位の綿のような（五色）′コも

＼＼、二＝一／／
i

1 m 無 数　 そ の 円 2 倍 か黄 色 座 席 囁 匿 つ レ1て いに

／′ノ′一一ノー　 、＼ 、
更 衣室

2 4 時 間 門

l

4 8 時 尚 門

／′　　　　　　　　　 ＼
ノ
／

白　 丸 7 冊 1 個 糸 の ような もの が 2 倍 ぐ らレつに 夜

撮 ㍉ 刃

＼し、 ぐう 一 才 ∵／′

1．5 m 4 個 （円 1 個 か 黄他 白 ） った

1 m 4 個 （円 1 個か橙 ，他 が白 ） 橙 色の粒 の ま わ りか綿 の よ うに な

糸 色）もつ訂した よ うな もの が あ った った○

一㌦‾．‾‾Aへ、、＼
職員 室

4 8 時間 門
／　　　　 ＼、

／・’′′
2 4 時間 門

巨 つ

1＼ 、、＿ ／ ／

5 m 1 個 （黄 ） 中央 に小 さ な拉 が 集 ま って る都祁と

おm 2 個

＝呵以下 の 粒 無数 （黄 と白 ）

1 m の 粒 か結 合 した 。

体育 館

2 4 時 間 内 4 8 時 間門

大部 分形 か くず れ て し慧：つて いた 面積 か広 か り他 の細菌 と結 合 して

（培 養 地 に水 分 が多 か つた ため た と

思 う ）

釆 た

ー6Z　－



嬢　の　食草　に　つ　い　て

2庄　　大　原　賢　二

‘‘姓の幼虫が，なぜ特定の植物しか食べなしハか”としへう疑問札∴私か斑に輿味を持ち始めてから

ずっといたいているもので，またこ才Lから先もかそらく続くものだろう。 「決漂った植物……Jと

したが，中に昔工，：ブイシシジのよりにタケ，ササ類に寄生するダケノアフラムシ守食べるもの

や，クロシシヾの幼虫か，2令までにアブラムシの出す甘露をためて育ち，う分かちはクにオメア

リによって育てられるという特別たものもあるが，大部分の蚊の幼虫托，甘鴇を食へこて成長するの

で，一応檀物‥‥‥とした。
母損か直接，その食草に産卵するものがほとんどであるか，タテハモドキヤヒョウモンチョウ称

等の様に，食草付近の枯れ枝や，柿才し業などに産むものもある。 このよったものの幼虫は，どのよ

うにして食草をさかし，見分けるのたろうか？

“そγLm本能だ”といってしまえばそれまでであるが∴礼拝乳ごりにかつてに控剖して，2回（つ実

験をやってみた。1巨」はオオチャバネセセリで，もう1柚ま，文化祭所，出来君の扁力を帝てナガ

サキアゲノ、，クワアゲハ，モンキアゲハなど㌢用いて行たった。 結果は，極めて不清足なもので止

あるが，∵応報告しておきたいと忠雲J。

約拝聞 l

これ・浩，私なりのかつて査考えて，とうてい私の考えたよう・－て書薄にかたずけちれるもので技あ

るまい。“幼虫は，たとえ飢えていても，食草以外のもりを食べずに，意後∠′Cは飢え死にをする”

という事実，これから私は次りように考えた。

1まず，葉（一応，集について考える）の成分の這いによるもの

‡　構造の運レ1

クチクラや紡経の違いによるもの

′王命ここにA，B2種の葉を月揺する。こむ成分と

して，Aには⑦・㊤・∂・㊤という4つの成うら

Bには，①・㊥・㊤・㊨という4つの成分かある

とする。蝶の幼兜が，Aは食べてもBは食べをVl

とするよ二これはをぜか？……Bには㊦という成分

かたく，代りに㊦という成分か含まれている。こ

の成分の違い．からBを食べないのは，

①成分⑳iBに含まれていないから

（㊤成分㊦はなくてもかまわないが，成分⑳を嫌う

と考えたのである。
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このI，玉の2つか大きな窒素にたると考えたわけである。 人陣と違って簡単に他の食物に適応出

来たレ1彼らか，どのようにして珪革が決まるのかおもしろい問題たと思うのであるか………

芙旗

1．才オチャノ十ネセセリ

d月4日（白）

〇㍍推賞甘甫干河こつ自宅付近のメダケで見つけた終令幼虫1豆日と，5令幼虫1頚を用いろ。

まず，柊令幼虫には，ススキに，メダケの葉をよくすりつぶしてススキに塗る。 これを制亘j

かくり返す。 このススキを与える。 5令幼虫にはススキを，そこつ更ま与える。

成分佗ついて考えた場合，葉の成分を入れ代えるということが不可能なので私法，塗ると

レ1うことでやった。 以下2頚の幼虫の反応である。 なか2頚とも同じケージの中。

6月5ヨ（月）

○両方ともススキを丸めて巣をつくる。 両方とも庄べたあとはなの。

5月dE（火）

0終令は，朝からケージの上の万にくっついて吟で食褒た気配は透レ症づ令法√タダケを塗っ

た万¢）ススキに移ってきて1平方センチメートルほど食べている。

6月7日（水）

03令珪ケージの上の万にくっついている。 ススキの万を食べてある。 食べた馳ま昨日と同じ

は。 これにJ令の笠原であろう。 （柊令幼虫は，朝から弱っていて夜に注死亡した。 ）’

d月8日（末）

Dこの日から3令幼貝たけに竃：ったゎけであるが，メタケをぬった万町′ま入っている。 ススキ

は食べてなく，メダケを塗ったススキの方を少し食べてある。

d月9日（会）

○メダケを塗ったススキを丸めて中にいる。 また，それを少し食べてレ1る。

5月10巨（土）

○メダケを塗ソたススキを丸めてその中にいる∩それを少し食べている。

占月11日（臼）

0ススキたけの方へ移った。 まったく宜べない。

6月12日（月j

O死亡

このように，2頭とも死んでしまったcしかし，ススキはオオチャノくネセセリの食草の一つであ

る。他に股因かあったのかもしれない。 食草がいくつかある観合，それらのうちでえ鋸拝みという

ことか起こることもあるらしいが，‾この場合，．ヌ∴スキを嫌ったのかどうか技わからない。司じケー

ジの中に入れたのも，2つの食物の，どちらを好むか，と＞1うことを考えに入れたからである。 し

かし，メタケの成分が一遇昔たって，どうなるかは疑問である。 すりつぶして，塗るだけであるか

ら，乾燥したらまったく杓もならないかもしれない。 たからこの実験は，あまり役にはたたなかっ

－64－



た。つまり，メダケな塗ったススキは，しばらくすると，単なるススキに返ったかもしれないので

ある。2頭とも死んだのはススキを食べなかったから，というのではをいようである〔

2．ナカサキアゲハ，クロアゲハ，モンキアゲハ

1〔）月2さ日（土）

文化祭用の実験の1つとしてやる予定のものであったが，出来君の意見てよれ葉の構造とレ1う

点に中心をかいてやってみた。按の意見は，業に塗るよりも，叛的奴り藍やチリ紙の方か，妾の成

分を，よく吸い取るし，私権だからしつい，というのである。私は，それででは業に塗るということ

しか考えなかった〔出釆君の考え方では，食草の葉の成分かすべて（すりつぶしたたけで全部溶け

るかどうかは疑鑓jであるが）そろゥていれば，葉の構造には関係ないのか？ ということがわかるの

である。幼虫放出釆君より提供してもらった。

0ミカンの票を，小さくきざんで水を少し加え，乳パチモ丁りつぶし，その液に現叫ズり亀チリ

紙を浸す。少し乾きかけたところで幼虫を放す。

（結果）

○ナガサキアゲハの終令幼虫の1頭が，盲かんに食べようと吸れ明り紙を嗜むが食の切れたい。 何

回も杓向も噛みついたが．紙がちぎれなかった。 20分托どすると，あきらめたのかやわてしまっ

た。また，他の幼ぜ沌，すべて同じように反応した。

このように，2桓帽の実験では，いずれも食べようとしたが，とうしても食いi刀れたかった。 唆

レつとり紙とチリ紙の他に，ろ紙でもやってみたが，同じように食べようとぽするが，やはり食い切

れなかった。この場合，ヾカンの葉の成分がすべて根性奴り紙その他に軋成されたかどうか軽閏で

あるが，とにかく食べようとしたので，私は構造よりも，成分の万か章更で法をいか，と思う（

この実験で債，用いた紙などが，硬かったらしい。 も・つと柔らかい範をら食べたかもしれ覆い。

しかし，その時食べたたけでは何もならない。 それが． その代用食で，立派に羽化したければこれ

は杓も役にはたた覆いのである。

〔反省〕

私有でもどうやったらよのか，よく考えずにやったので，あまりう烹くいかなかった。 成分につ

いて（お，（カと2つの考えを前に述べたが，もし葉の成分を取り出して別夜集の甲に入れる，とレ1う

ようなことが可能なら，この芙験も，も・Jとやりやすくなると思う。 の仔の2つの考えをもとに

して，食草をすりつぶして，食事以外の葉に塗るというのは，の． せノの2つのことを確かめる何ら

かの手がかクになると思う。たが，オオチャバネセセリの実験が，この点をあまク考えられなかっ

たのはまずかった，と思っている。 また，今，先生方の意見や，自分の考えて，これからやろうと

思っている芙敬法は，⑦寒天を用い，食草の成分を浴かし込んで培地を作って，それを食べさせる一一

6）集を乾燥させてから，食草の葉をすりつぶして塗る，などである。 もちろん，前に書いたよう£こ，

食草以外の票に，食草の業を丁ウつぶして塗る（票を乾燥させなレ1）ことなども，やってみるつも

りである。結果は，もちろん，食べるか食べをいかの二つしか出な擁わけである。 それについて，
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私なりの考えを述べると次のようになる。

l

食べる　－　少々の別を成分（食葦以外の葉の成分）があっても，

かまわない。

、一一1－－＿

食べ覆い 成分（壬芝草以外の菜の成分）があり，それを嫌う。

＼漂：慧食草のがとけてい妙瑞

用かとりとめの詮の文章になってしまったが，また芙験に基いた考察でないので，これはあくまで

も椎田であることを忘れなレ1でほしい。 今後，何種規もの媒の幼虫を用いてやってみるつもりであ

る。釆茸三の「モのせ」にはもつと正雁をものが書けるよう努刀したい。

藁後に，私はこの芙験は「本能」ということによってかたづけたく覆かったので，考えてみたわ

けであるが，もし成分（′てよる遠のとレ1うことがあるとしても，その幼虫は，はたしてその成分を知

ってレつるものなのであろうか………ということがどうしても頭から接なれない。

大浦のタテハモドキ（1967）

2箆大漁督二・出元利美

田東鶉法・染川勝夫

去甥三までお酌こかかれなかったクテハモドキに，ことしは秋臼，大浦，仁王崎でお出にかかるこ

とができたので，ての採実・飼育記録を報告したい。

ます，恵初の出会叫ま，9月15日，淡白にて路上を飛んでのた，夏型の♀，1頚を私が採集し

たときであった。小さいやつであったが，大体新鮮な個体であった。

そして9月24日（臼），大原，出来，出元の5人によって，大浦で夏型か7頭採集された。こ

の日，5人とも秋臼に行くつもりであった。いや粗末君はすでに行って帰ってくる塗甲で，私と六

浦で会った。後れ秋白にもあ壷りムシはいなかった，というので私も彼とのゥしょに引き返すこ

とにした。そのとたんに，目の前腔：タテハモドキが飛びたしたのである。二人で田んぼの中を走り

まわりながら採っているうちに，瀾元君もきた。出んはは，早期作のあとで，スズメノトウガラシ

が多かった0ススキやチガヤをたたいて，飛びたしてくるメナハモドキをかたっばLから採集した。

その他，8頭ほど臼聾した。採集，目撃ともすべて夏型であヮた。この日採集した2♀早より私が

約150個，出来君が約60個採卵し，飼育したが，このことは別の項で述べたい。（大原）

9月26日に再び大原・出釆・本・田元・染川・五田の5人のムシャ総出で言放香を行なったれ
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この日は費クで1頭も見当らかった。

9月30日，出末・大原・田元・染川・五田の5人で，今日こそはと出かける。 この臥ま先口請

管した所より西の万を藷べた．1ススキをビーティ㌢クしそがら大原はコツコツとかせぐ。 それに比

べ田元の採策はあまり訂こも藷子がよれ。1列に並んで田んぼの中を行遺して行くと，一番端にいた

田元は土手のススキをビーテ1ングした。 すると一夏に何頭も飛び出した。 そしてネットをラ／ダ

ムて振って，ネットの中て迷い込んだ5頭を採集するという始末っ我々も負けてはならじと駆けつ

けたが，そ受律謙ま曽元が追っばらった後で，簸川が田元のネット王ノCは入らなかったものを1辞担う

ように採集したのみ。この日採集した1口頭のうち，梁川がイモ畑で採った1頭は秋型であった。

（田釆）

10月10日，去年は，この日男子7名で仁王崎へいったんだがを・‥り・と思いだしていた。 蒙っ

てまいたが「体育の日と己が決めてくれたんた，私も憲法にはさからうでい」と心に決めて，大柿

へ出かけた。パイクでれつもの採策地域に着く。 温度もさ． ・まど高くをレ1。おそらくレつたいだろう，

と思っていたら，とたんに足もとから飛び出して逃げてレつった。 すぐもう一頭飛びたす。 これ虻キ

ャッチした。また川の向こう側を飛んでレつるやつを1滴発見したが，追わなかった。 でたツマべニ

チョウ（肴）の新鮮をやつを目撃した〔否かCCHヨ¢〕タテノ、モドキほすべて更聖で予つた。 ．
1番採

集，2頚ヨ撃（大儀1

10月15日染用と様の二人で，大浦に行く。 タテハモドキを二人で4発射采失した。

2芸は含．2日は，識べていない。

10月21日染川と僕と二人で，フく清に行く言晴天で日光が澤かったので，たくさんタテハモ

ドキが採集されるたろうと，思って出かけた。 貢初に，染川がクテハモトキ2頭，僕か1動揺薫し

た。し′ばらくして人家付近から飛んで来たツマベニチョウ（肴）を染川君が捕えた。 今E＝土をかな

かいい目たと，思って川の土手をビーティングしながら歩いた。 1豆封美か採集した。 二人で目撃し

たタナハモドキが5頭位，尚採集したタテハモドキは． 全部夏型であった。

それから仁王崎へ行き去甥三ツマベニチョウを日聾した所に行く，人家の付近や山の方に妓入って，

成虫や，ギ言がクを探しに行った。 50分位して杓んにも収穫がなかつたので，仁王崎から黒瀬へ

通ずる道の協の田で，スズメノトウガラシを発見，クテハモドキの幼虫，卵を探したが，発見でき

なかった。

10月の制にあと2担jほど，染川と二人で出かけたが，記録していなくて記せなかった。 （口元，

染川）
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○コース郡世田発（8：20）→片掃く9：30）→大当（10：00～12：30）

－→仁王崎（15：00－13：5ロ）→大浦（15：OCトー15：00）→大

活発（14：25）、

○萎刀口著大原質二出来邪法田元オロ芙染川勝夫玉田榎

去隼に続いて2良憎の，男子娯屋たけの放生会を行なった。 コースはほとんど同じようなもので

あったが，今髭は出せ越えるということをせず，谷川こ・こ沿って登ることにした。

8時25分力口軽巨「発くつバスに乗りスタートした。1時間はどして片浦に着いた。 ここから天満の方

へ引き返すことにしていたが，この先の大当に谷川があるので，そこを討べることに・した。 約10

分で大当に着く。大当は‘－かかと”と呼ぶのであるが，土地の人々は“うど’’とも呼んでいる。 さっ

っそく我々は谷川を登ることにした。 この谷川融納言2～5閉ぐらいでコンクリートで両土手，底

ともきれいに塗られてLへて，山（つ中のベーブメントとでもしつうところで菩－る。このベーブメント

（谷川の土手）を登って行った。途中，アカタテハ，モンシロチョウ，キチョウ，ベニシジミ，ル

リシジミなどがにぎやかに飛びでわっていた。 また大原君，出来君の二人はネットでヘビを捕えて

「採った，探った」と，よろこんでビニール袋の中に入れる。 琶きものと覆ると日の色をかえる。

2日ロ椚（？）ほど登ったであろうか，いつのま£Jこか棚田から蝿へ変才つり「別語方へ行ってみよう」

ということになり，畑を楕ぎりもう一つの谷川の支流へ行った。 その谷川へ着レったと畏ん，眼下に

天きなシロチョウが「ソマベニだ」と出兼君が叫ぶ。 ノブドウ（？ ）の花で吸要して今で射て飛ぽ

んとした持，出来君むネットが鼠を切ワネットの中に・：二王ツマベこの肴が，と同時に頚の上に飛んで

くるもう一再のツマベニ肴を，Ⅲ元君がみごとに採集した。 またもうー薫やってきたツマベこな，

カメラマンの大愚君と，見はり役の五田君は上の方で「あっちた，舘ら扇の上／」と叫ぶ。 たが高

い所を飛んでいたためにけられた。ここには5～6本のギョポクがあヮたので幼虫を捜したら，僕

が柊令幼虫1豆白，田元君が3令幼虫1頭を採集した。

またここから50研ほど離れたところに，もう一つの谷川がありさっそぐ田んほを様ぎって行く。

大きなギョポクが5本ありこの付近でしばらく幼虫を捜してみたが発見できなかった。 この間にア

サギマダラ早を出来君と山元君が1豆白ずつ採集した。 しばらくしてここから離れようとすると，山

の上からツマベこの容がこちらに急降下してきた。 目の前にくるまでじっくりとひきつけて僕が採

集した。またしばらくすると前と同じようにこちらに飛んで撃たツマベこな，今度は大原君が採集

した。これも舌であった。 まだ未練か残り付近を捜したら，‾㌻こし登った所で，烏さ2mぐらいの

ギョポクがあり，このギヲポクで大原岩が終令幼虫1頭を採集した。 またここでは他にツマベニを

5頭白饗したが逃げられた。 この谷川に沿りて下っていくと，山の上でツマベニ2令答が追いかけ

て飛んでいるのが見えた。ずりと下の方でギョポクを見つけた。 これは大きな木の切りかぶから芽

が出たもので，高利ま2－3mほどであった。 そして，この上をツマベニ省1頭が飛んでいたが，

島すぎてネットがとどかなかった。

この大当ですこし予定が遅れたので，いそいて大浦の方に向う。 片揃のイモ蝿でアサギマダラを
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目撃した。また蕪ケ摘むパス停留所のイモ燭でヒノアカタテハ，ツマグロヒョウモユ／の中にメテハ
ー・－－・－1u－Jddヽ
エと煤・大原君が採集した0これは大きな秋型の肴でこわった。

しばらく歩くと仁王崎に着いた。 去年ここでツマベニを自聾してhるので，ギョポクでも見つけ

ようと思って，人家の間をこ捜した。そこでツマベニを目撃，すぐあとを逼っていくと，またツマベ

この萬1頚が岩の雨に飛んで来た。 ネットを皆が振ったが，採ることはできなかった。 この後大原

君が，アサギマダラ1品を採集した。 しばらくしてから谷川を登ってみたら棚田のそばに，きれレ1

な5研ぐらいこ）ヰ：コアだクを発見した。しかし卵，幼児，頓は見あたらなかった。 この谷川波野聞岳

採集会の時，道をまちがえて下りてきた谷川である。 谷川の堤を下ってくると，田元君が棚田の中

で夏型のタテハモドキ1肴を採集した。 その後，大政君がタテフ、モドキ夏型2頭，出釆君がタテハ

モドキ秋型1頭を採集した。

仁王崎に別れを告げ大浦へ急ぐ。 ′輔首でⅢ釆君がウラギンシジミ（秋型）1早を採集。 赤生木で

ツマグロヒョウモン♀を酎達した。 みんな疲れてきたころに大浦へはいった。 今－までタテノ、モドキ

を採集した所へ行って捜したが，クテハモドキは1頭も見あたらなかった。 また，スズメノトウガ

ラシを見つけようとしたが，姐は耕されてかり，布でり見あたらず，卵や幼虫は発見できなかった。

1d時30分，バスに乗り即せ湘て向った。

0主夜目事，採集品

ツマベニチコウ4谷筈採集

8各省日章

幼虫5璃柊令幼虫2頭（10月25日，11月1甘→嫡化，現在遍冬

璃）

5令幼虫1頭→死亡

タテハモドキ夏型3頚，秋型2頭採集

夏型1頭． 秋型1頭目撃

、ァサギマダラ2♀♀採集1六採集

1（貪♀不明）頭目嚢

ウラギンシジミ秋型1♀採集

ツマグロヒョウモン2呑♀白鍵

アカタテハ一汁

モノシロチョウ　　♯

キチョ　ウ　　　＋

ベニッジミ

ルリシジミ

≠

　

＃
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キマダラヒカゲの飼育（1967）

（Neopegoschkevitscnii）

2年出来邪法

5月2日の1日遠足に，千首平で葦から頂上までずっと多数のキマグラヒカゲを見かけた。 符に

頂上では，飛んでン、る朕といえは70ノヾ－セント位までがキマダラビカブ。 他檻揉，アサギマダラ

やナミアゲハ・キフグノ、などを自聾した。キマグラヒカゲの生♀を持ちかえり5月4日卵10個を

強制産卵により菊た。飼育はメダケを与え，陸島シャーレで銅育した。

次にその記録を竃＝ぐ。

5月4日10個産卵－サ5月10日1原簿化・11日5豆離音化・12日2麗主醇化・15日1亘那醇化

15日1頭醇化一→5月19E幼虫3扇死・1令幼曳2瑚・2令幼虫5幻→5月20E11令幼虫2

重死・2令幼虫5頭（体長10m）→5月21日1亘白5令化→5月26日3頚4令化・1頚矩→

占月1日2衰柊令化・4日1頭柊令化→る月1日目柊令幼虫4頚－→5月14日1頚輪化失敗・

15Eてテ亘浄化・17日2義疇化一一，7月1El1頭羽化（皐）・三一日2頸羽化（2♀♀）・4巳1

霊羽化（♀）

以上が飼育記鎧であるが，次に各時箱に要した日数を2夏封てついて表に

卵　 割 1 令期 2 令塙

7 日 3

亡 7
5 2

令嬢‖葦毛　こ熟

してかく蔦

ミカドアゲハの飼育（1967）

（Graphiumdosonalbidum）

2年出釆邪法

4月50日，本君と郡世田苗武担竹出神社の森に捕虫栂を持って喋採集に出かけた。 成虫の採集

も兼ねる由であるが，第1の目的は逝冬態の蠣・幼虫などの採集である。

昼夜か薄暗い，クスやヤブニッケイの林の下を歩きまわること1時間余り，ふと克目上を見上げる

と，1頭のミカドアゲハが盛んに産卵しているのを発見した。 高さ10メートル位もある，ミカド

アゲノ、の食樹であるオガタマノキは，ヒョロヒョ。と高くのひている。我々2人は，彼女が産みお

えて飛び去るのを待った。しかしながら飛び去ら夜レ㌔，シビレをさらして，彼女にはかまわず樹に

登り，1枚1枚葉を裏返して卵管捜しはじめた。 産卵に熱中している彼女は，僕達が近づいたのに

も気付かないのだろうか。僕達の眼前1メートル位の所で盛んに尾部を強く曲げては葉裏に産卵し
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ていた。樹上での国難な作業であったが，それでも58個の卵を得た。 その後，幾たびか竹田神社

の森を調奄し，卵や幼虫をさららて得た。

次にその飼育記録を記しておく。

（ljh順化旬2時化旬7酎ヒち包4痢化年毎2酎ヒ

旬1酎ヒ失敗1％1頚羽化聖庖1♀羽化

そして今だこて（19d8・1・15）3個の桶が羽化していない。

紗ろ布1羽化1旬1羽化（大原賢二）

潮暗室円での飼育；目脂と生育との融係を藷べるために，第5グループとして暗室円で飼汚した。

しかし，その記録苗を紛失してLでって詳しくは記せないが，羽化した個体はレ1づれも小型であ

った。その原因が日光躍あるのかは． 死亡率が高くて，2頭しか羽化しなかった偏係でまっきク

しない。もう1担】飼育をやりなかしてみる必宴がある。
，

以上でようるが，同じ時期の卵でありながら羽化日時鞄が其凌：っているので，次に時期別の羽化頭

数を記す。

ア5月に第2化として羽化したもの5頚

イ8月こて第3化群と一緒に羽化したもの1頭

ウ窮のまま夏配して，そのまま釆隼の春に羽化すると思われるもの5頚

以上のようであった。

コマダラチョウのか青と座について（1967）

2年大原貿二

ゴマグラナョクの幼虫の行動として産の訟憤福豆わ「っ1た。 詭査といっても，樽化してから鴫化す

るまで角転座を変わるか，回数を調べたたけで． 別に新しい報告ではない。
＿

1957年5月14日正午ごろ家のエノキに来ていた♀1頚を採集，鉢植えのエノキにネッ

トをかけて母朕を入れておいたところ，7他産んでいた。 母蝶は，ネコ忙ネットを破られ，逃げら

れてしまった。まず飼育記録から述べる。

5月14日産卵7個（記録をとったのは，このうち5頚）

個体番号 醇　　 化 1 眠 起 2 眠起 5　眠 起 4　択一起 輌 ‾　・化 羽　 化 ．性

1 V ．2 3 V ．2 8 Ⅵ．1 Ⅵ．．＿る 11 ．1 0 　／ 　／　 ＿．　／

2 V ．2 3 V ．2 8 Ⅵ．1 Ⅵ．　 る Ⅵ ．1 5 Ⅵ．2 5 Ⅶ．．1 省

3 V ．2 3 r V ．2 9 Ⅵ ．5　＿Ⅵ．1 1 　／ 　／ 　／ 　／

5頚について，ずっと記録をとってレ1たが，1と5が6月15日に，スズメに食べられてし篭． っ

－72　－



たので，最後まで記録をとれたのは1頚のみである。 また，騎鞄については，竹田神社で採集した

ものを含めて8頭について調べ，平均d～7日という記録を得た。 また羽化の様子も観察したので

記したい。

7月8日

ちょうど期末試験の期間たったので，夜，時間が遅かったがその様子を見ることができた。 7月

1日に嫡化した鮪を，羽化用のケージに移し，柄むついている葉をセロテープでとめた。 7日には

羽の部分が黒く竃：っていたので，机の上にのせておいた。

午前う：00桶が割れて，媒が脱出を始めた。 からが割れてから10～15秒ぐら叫も頚の

部分しか出ていない。さらに10秒はどすると脱出が終わり，婦のからにぷら盲がる。 羽はしわが

よっている。5分はどすると羽は伸びるが，やわらかレ㌔複部が，とても大きい。 伺臓か口吻を伸

ばしたり浸るめたりする。口吻（も脱出してから5かぐらレ1までは，きれいに2つに割れていたが，

さらに5分ぐらいしてから，針で伸ばしてみたら，すでにくっついていた。 脱出してから10分ぐ

らいしたとき，羽を静かに1cmぐらい広げたが，すぐに閉じ，それっきり勤かなくなった。

◎座につレ1て

ゴマダラチョウの膣は，糸をはって作られ，白く見えるのですぐにわかる。 オオムラサキなどと

でったく同じものである。これを調べた理由として，構化してから璃化まで，塵を変わる回数がき

慧っているのか？また，塵を変わるときに，自然わ刺激（要因）があるのか？ それが何であるか？

などである。次の裏技各令における座を変わった向数である。

個体 番号 1 令 2 令 5 令
4 令 巨 輪 計 ‾1

1 1 1 1 1
t

2 5

2 1 1 3 5 3 1 1

5 1 0 1 5 　／ E
ノヽ i

GJとQjが，途甲で死んでしまったので，くわしいことはわからないし，（勧ま終令化して，2回変

わってから死亡），私が学校へ行っている間は，まったく槻察してレつなの。 私は座のある葉に何番，

何回め，というように印をつけていき，他の葉へ移動し，座を作った時，「変わった」としたe以

上の結果より

⑰座を移る回数とレ1うものは，一足ではない。

（尋1つの座にレ1る時間も，一定ではない。

∈う1令と2令の時，5頭ともそろって変わrJた時は，雨がふ少，水滴が，彼らの体をかかって

いた。 私は，彼らが溺死し覆いか，と心配したが，次の日，そろって座を変わった。 このこと

から，小さいうちは雨などに影響されるものかもしれない。

㊤小さい代よ少，大きくなるにつれて動きが活発になる。

というようなことが，私の考察である。
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タテハモドキの飼育（1967）〔I〕

（PrecisalmanaLinn白

2牡　　大　原　＿賢　二

9月24針町大輔で採貸した12より，リシャール式強制採卵法で約150個の卵を竃，飼育し

：・こ、ヽ

Ⅸ．2580個産卵Ⅸ． 27約70個産卵抜． 50約50豆那酎ヒX． 2約

20頭三軍化X． 3占う頭首酎ヒ残りの的40倍は，婿化しなかった。

数或rCかぎって記録する，とのうことをしまかったため，天体の平均値とをるが，各令について

その日数を示すと，下Cリようになる〔

卵　 期 1令 拗 2 令 期 －　3 令 端 年令鶏 柊令 粕 嫡　　　 期

5 ・－7 5 ・－る
1
日 ～ 7 d ～ 8 d －・7 7 一一8 1 9 、 2 〔〕

甥化総放56覇，羽化個体数52頭中羽化矢数個体数5頭，棉CJでま羽化せず死んで塙房4豪，

羽化した個体鳥，すべて秋型である。

9月50日に喀化した30戻りうち，5頭をイワダレソクで，ほかの25裏をスズメノトウガラ

シで童った。このイワダレノウ乙・二亡，枕薄荷仁丹轄亨ん宅よ（いただいたものである。また，25薫

（スズメノトウガラシで飼い，2令し・‘こそヮたとき）Cつうち10頭を山崎さん乙て飼育していたたいた。

イワク▼レソウで養った5頭が，3令になった時，スズメノトウガラシで養った方と比較してみたら

やはり，スズメノトウカラシで養った万が少し成長が早いようであった。 スズメノトウガラシはや

わらかくてよく食べられるからかもしれない〔なおこの5頭もこの日からスズメノトウガラシで養

った。あとはすべてスズメノトウガラシで養った。

私は，飼育はすべて生物教官室の甲で行なった。 直接日光が当ることはないし，夜は外気と同じ

ぐらレ1温紋も下る帯山崎さんは，居間で飼育されたそうで，夜も電：燈の光もよく当っていた，と話

してくださった。それか焼酎かどうかわからないが，山崎さんの飼育された幼虫は，る頭羽化しす

べて夏型であったそうである。（10頭とも的化し，壇む慧∴ま1頭死亡，鞠3頭を野間池の小学生

にあげた。その5扇のうち，2頭は完全羽化，1立乱1羽化失敗，その小学生が夏型，秋型の区別を

期らず，型は不明とのことだった）羽化したの妊d頭としたが，これは山崎さんの家で羽化したも

のが6頭ということである。 同じ日に特化した卵が，同じころに羽化したが，一方は夏型，一一万は

秋型が羽化したのである。何が投抱かはまたはっきりしないが，光や温度など考えに入れて，もう

一度飼育してみたい。この記録やその他いろいろお世話になった山崎さんに感謝いたします。

く参考文献＞

福田晴夫：日太鱗遡学会会報“喋と鴎”別刷「南九州産クナノ、モドキの周年経過」（19d5）
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タテハモドキの飼育（1967）〔Ⅱ〕

′（PrecisalmanaLinnc）

2既　　出　釆　和　枝

9月24E］六浦で採集した1早より，リシ′ヤール式採卵定で約d O伯の卵を待，飼育したのでそ

の記錆を記す。

24／Ⅸ母駕採集　25／短15個産卵　2る重15個産卵

27／1上目欄産卵：門／五2郵紬二　m／充て蟻凋血

1・ユ／x4令加ミ5風5今幼虫d乱2令幼虫10頭

2．克1房鏑化　自重碩蜘ヒ‘1／旬3頭馴巳． う／匂

う三硝化”4／刃1頭璃化

以上璃化した蹄はいずれも崇虫化妓運んだが，羽化に至らをか

つた。 低温がその‘対孔だろ久か？ 二大揖君で山崎さんの飼育と万

庄’′、▼′違えたく宍頂君とは蔓草で，山崎さんと甘畠だが避㌣）ので，

そ¢〕違し1がどのよお′こ，戒聖に影響　塾，よ逗色の泣きをどの変化）

するか，非常に興味漢かヮたので為みが「残念である。 蘭，幼虫

：二エイワダレソウで飼育した。 野外で蘇爾したた▼．⊃，逃亡するもの

が多か一Jた。

／

ノ

「
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＼

〆
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1
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〔

・
－
－
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＼
＼

＼

7／元令幼軒オ；イワダ

レノウの葉栗採，主脈に萬

角を一文字の食痕をつけて

レつる。

次に2頭について蜂鳥シャーレで飼育したのでその幼生翔を表に表わす。

辟　 化l
l l眠起 2眠起 3濃起 4眠起 封　起 簡　 化

A ㍉ ㍉ 1㌦ 1㍉ ‡㍉ 2ち女 ㌦

3 ㍉ 死　亡

表：幼生知の脱皮月日

B個体は1令で柄気の為？ 死んだが，A個体が5回脱皮したことは興味潔いことである。 普通脱

炭は4回であるが，福田晴夫氏の話では，時たま5回脱皮することもあるそうである。
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顧　問　と　し　て　の　反省

顧問　　新　山　茂　久

生物部の顧問と覆り，部の諸君と生活するようにたって，． はや1箆，顧瑞らしいことは，何ひと

つしてやれなかったことにつレ1て深く反省しています。 幸い，井本先生並ひに前任の福田先生をは

じめ諸先生方の御指導により，生物部の伝統ができ上がっており，生徒諸君も研究熱心悪人達なの

で，無事一年を終ク，ここにその足跡を記す“まのせ”も発行されるはこびになったことは本当に

嬉しいことであります。

生物部の諸君と生活して感じていることを少し書レ1てみますe

l． 生徒諸君は自主的に艮く活動したと思います。 部長大原君を中心に艮く協力して，採集会，

文化祭の展示発表など本当に艮くやったと思います。

2． 就室管理や花油の手人等自分達のこととして艮くやってくれ芝した。

．
揉集会計画は実にち密でしたし，実行に当っては，それぞれの特技を発露し立派にできまし

た0

4． 生物を璃手とする研究であるたけに時間的にむづかし、へ魚が多いのに10分封の休み時間や

昼休み，また日曜日もつぶしてよくやりました。

さて今後も今年度のように，いやそれ以上の活躍を希望するのですが，その一助となるように計

の考えてレヽることを次に音レ、てみます。

1． 各人またはグループの研究テーマを早く決めよう。 研究の種規によって一塩に注言えないが

研究発表の機会が文化祭，及び’‘誉のせ”の発行になるから一学期のうちにテーマを決定する

必宴がある。 先輩の研究を引続きやることも艮いし，関係図苔を読むことでテーマをみつける

のもよいたろう。

2． じっくりと芙駿に取組む態度を身につけよう。

限られた時間を利用しての実験であるため気ぜわしくなるのは無理もないが，しっかりした

芙験態反を身につけることは，学生である諸君にとゥて，結巣のまとめよりtもある恵味では大

切なことだと思う。

3・芙験結果をまとめて結論を推測する勉強もしよう。 これも科学に志すものむてとゥて大切なこ

とである。 このためにも，蘭係の研究誌等を読もう。

4クラブ員同志の研究発表の時間かほしい。

笑敬結果のまとめでもよい，でた本を読んで知ったことでも艮の，発表して感想を述べたり

討諭したりする嘩蘭があればと思う〇

今後も仲艮く熱心に研究を緯けてくたされ。 せっかくのrまのせ」（り発行にあたって何ら自分の

研究発表ができなかったことが残念です。
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ク　ラ　ブ　活動　に　思　う　こ　と

顧問　席　末　孝　雄

クラフ二目諸君，2直垂を中心によくまとまり，この一年間とても熱心に薦赦し． てきたこと扶うれ

しいことである。 彼等はひまきえあれば山へ，野へ，Hlへとび出して行ったものた。 享封本み£ては，

秋臼海岸に2泊3日の採賃旅行に出かけ，収蓬の方はま汽まあたったが，それらをとおしてつちか

われたか互いの交友綿棒は貴重をものたと思う。

鳥等学なのクラブ活動・研究；′ことりぐむことももちろん大切倭ことであるが，それを通じてか互

い友人同志，為る叫ま先輩後輩，自由看貫志の疎通があるとこうに意義があるのではないたろうか。

私計身∴各校時代艮き友を得てとても幸せだったと思っている。 何をするとはたして冗談言った祈

とびまわったりしたものだ，たけど，その年け＝ごゝって，たとえ仁． そl〇引受業でニー・そわった帯電で

も誰かの口から出ると，ところがでわずすわりこみ，足にところせ三Lとかきたくdったものたっ今

葺もいかこせば，その後の私に天きた岩層を与えていること：まレつ攻めたレ1。

飛躍するかも知れ妾いが，最近DNAの人工合成龍頭罰したニュースがはいった。 ガンとのたた

かいもついにその足がかりかった、めた。 この成功は，世界中〇科学者尋が，ここ杓十年も研究をか

さねてきたもの以外の何ものでもない〔人生には自分一人では三三さてゆりたいことがたくさんある

はずである。そういうときお互いの奴力というものが要求されて注じめて一つの問題に解答を与え

てくれるたるう（生物クラブ，この中で活動をやってゆくためには独断でやってゆけることは少な

いだろう。お互いに抱刀し合ってはじめて成就することばかりである。 諸君，今後も一致協力して

研究観察にとりくんでもらいたい。

又昨今，生徒等を孜かめるとき，そこには目先の利たけに全楕刀を集中し，疇隙をかけてじっく

りことをはこほうとする努力智忘れている人がみうけられることは残念をことであるQ勝をせいて

はいけなの。ものごとにはじヮくりとりくんでもらいたい。

今この号にいくつか今後の研荒課題としてとりあげられた芙敬項目については又後輩諸君がひき

つづき研究してくれることを期待します。
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「まの． せ」発行に寄せて

3隼　　新　屋　庄　一－

春のきざしがそろそろ見え始める頃，今年もまた「でのせ」の発行を見ることは笑に喜撼しのこ

とである。一年間の部活動が集約的に記載され，また記憶をひもとく際唯一の頼りとなる我が生物

部機幡誌il至のせ」。 これを今年も間違いなく，しかも円等的にかなク秀れた「まのせ」を作るた

めに傾けられた後輩諸君の努力と忍耐に対して賛辞を惜しむものではない。 太にしてしまえばたっ

た一冊の本と化してしまうが，そこには絶えまざる実験，観察，努力，忍耐，失敗そしてそこから

生み出される成功，こういったものがあふれこぼれんばかりに息づいているのであるの高校生括と

りわけ勉強とクラカ古軌の両立という国華を克服してやっとたどりついた一つの大きな成果，即ち

「まのせ」である。
ここに記載されるまでにはいろんな課程を経てきたはずである。 ある時は失敗

のために投げやりを気持ちに夜ク，またある桁は悲嘆にくれた事であろうOLかしともかくもここ

までたどりついたのである。 たどりついた以上は失敗が角であろうか。 琵か［′て失敗はある意味にお

いて成功町劣るのかもしれたい。 たが科学においては失敗の中に成功が（科学分野にお1ハては幾度

の矢数を経て成功が導き出されたことであろうか）疑いもなく潜んでレ1るのである。 諸君． ′／自信を

持ちたまえ。私雉あえて失飲（全力を尽くした）を繰り返せとのいたレつ。 そうすることによって科

学の神秘性とでも言おうか，がんこなまでに田く閉ざした殻の中に一つの何かを発見するはずであ

る。決して科学は君たちには眉ひない。 少々の努刀たけではロを馳いてくれなレ1。 いいかげん夜態

度ではその姿を見せてくれない。 科学法全身を嶺げ，頭脳を駆使し，努力につぐ努刀を矧げる者に

だけ優しく微笑むであろう〇暖か∽まなざしで君たち甘喜び迎えるたろう。 よもや失敗したとして

も恐れるに足り夜レ、。そこに示された科学に対する執念，ねはりはどこかで次の実験に役たつであ

ろう。希望を失うことはない。 そうすることによって確笑に君たちは今までの君たちよりも一歩前

進した人となってレつるはずである。 成功した人たけが成功者とはいえない。 失敗をあきらめずに繰

り返し努力する人が責の成功者たりうると信じる。 努刀するうちに人生に対する収り組み方が培わ

れたとすれば得られた成果は大きい。 クラブ瘡勤の意義は案外そうレつラところにあるのかも期れな

い凸とにかくがんばってくれたまえ，福田先生がかつて言われたように「まのせ」の基盤は出来上が

っているのだから，これからは基礎を踏み台にして大きく飛躍する時だ。 君たちの前には苦しみが

満ちているかも判れないが，希望を捨てることなく精進して我が生物部の象徴たる「まのせ」がレ1

つまでも象徴として存在することを祈ってやまない。

（1968．2．5）
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生　物‘部　と　の　3　年　間

3隼　　窪　田　美　里

“生物クラフ”とにかく楽しかった。 5年間何をするともをく，足繁く適った生物室，オシャベ

鋸ゴかりで1日を費やすのも珍らしく授かった。 今と覆るとそれがたまらなく恋しく覆ってくる。

おもしろくない事があると，部員の者とかものリきりカシャベリをする。 それが杓とも言えをい気

分転換の特効薬となったものた。 それでもいい．
1

以前，ここ虻かられた福田晴夫先生（嶺荏出水高校）が“いくら私たちが一生憑合研究し，軍刀

しても，自然・・淀ほんのわずかしか私達には教えてくれない”と去1っしゃった蔓があった。 私たち珪

一室悪食潤一完丁る町ま麟昔が星夜三竃ざる。 意欲か凄さすぎる。 それよりも，そつ自然や拝賀で受

一歩手前の，人間と人臣との触れ合い，友侍，臨力，団結C精神をクラブ清弦でi一三う蔓が大切なの

でべそかろつか。こういうとクラカ計軋且∴友皆を高める場としてたけしか受けHノれたし′1かも－好けt

莞1ハが，もちろんクラブの本末の目標も，台ろそか勘か里㍑骨だろ㌔

それはそうとして，理屈抜きで楽しかっ7㍍悪戦苦関して登った，およそ採集と揉かけ焙れた野

間岳への採笑旅行，文化祭の準備にあけ若れた巳々，クラブ耐力11二つ思い出点つきないb特にノ1、菅

は，生物クラブが飛推して発展した（と私は思う）歴であったので，夜分さらである。 今までにた

かった秋目へのキャンプ，すぐれた喋の研究発表，その他レ1ろレ1ろクラブ活動にもち労る，あら

ゆる利点を含んた，我が生物クラフr，実によくがんばってくれたと思う。

私はここに，ヨ三物クラブとの，3箪間のつき合いを，やめて行くが，こんな丁を一亡らしいクラブと

別れて行くのが，名残少葺しくて覆らない∩
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1967年度文化祭反省

2年　　大　枚　賢　二

D効物，植物分数表作製

Dカエルの心礁薩流

○バクテリアの観察

0ニワトワ・の胚発生

○ジャガイモの毒につレ1て

DP． T． C実験

0性ホルモンの二次性徹に及ぼす影響

Gウサギの解剖

○ネズミの学習買験

0ことしの迷媒良示

0植物に含まれる色素につレ1て

口数ヨ三物

今茸は，小文化祭たったため，あまりプCがかりたこと虹やれ夜かった。 たが，決して気をぬいた

り結しなかった。上に卦げた実験で，「カエルの心臓潅流」は，初めて見る生徒が多く，評判がよ：二r－

かった。これをやった1年男子3名は，文化祭の前から何回も自分たちたけで買取をくり返してい

た。くわしのことは彼らの報告を読んでいたたきたレ㌔「バクテリア」は，新山先笠の弟さん隼

指導していたたいた。 また解剖用のウサギとハツカネズミも提供していたたいた。 忙しい中をわざ

わざ御指導くたきレつました新山先生の弟さんに，瓢員一同，心から感謝します。 「ジャガイモの毒」

は，我々の身辺にいくらでもころかっているようなテーマであるが，その一つにしても以外と幾し

いものである，ということがよくわかる。
この芙駿は文化祭後も競灯られた。 その他，文化祭用と

もいえる芙蝮はかりで為ったが，全員が1つづつてもテーマをもち，立派にやった，と思う。 文化

祭後の反省で，「自分の実験艦ついて自分がよくわから夜のJrぶっつけ本番ではいけなレー」「説

明できなかヮた」というよな反省が出た。 やぼ文化祭用の実験として取り組む芙親が多いので，

短期観てマスグーするのは少々無理のようである。 一年間の自分の実験，その他の報告を文化祭で

見てもらえるようになれは，と思う3来年は3年に1匝jの天文化祭をので，部員（符に1往生」の

方々のいっそうの努刀を勘待する。
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園　芸　メ　モ

2匂三　　本　　　洋　一

「夏から秋咲き草花の手入れj

5月

24　　床土の入れ替え，播種準備　‾

25　　マリーゴールド（貴・赤・混合）莫けいとう・かっこうあざみの播種

る月　′

12　　百離琵（混合）ひまわり（車・八苓）の括種，マリーゴールドがだいぶ成長

13　　ダリア・ガシロイノてナの移種　テランセラ（赤・黄）の移植　中匠の花暦整備

20　　ひまわりを堅物写前の花壇へ　膏日章を職員室所へそれぞれ定植

27　　－空っぽぼたんを苗床へ播く　テランセラを憲拉

29　　各花町扇董えつけ準惰のために益雄＋ひまかりに支産を立てる

7月

3　　マリーゴールド（亦・黄）の定稿

10　　葉げいとうを定植　ひ笠才二フりの中へつぼみY持っているものも為る

15　　かっこうあざみ・まつに〔誉たん（赤）ひた揖　テラノセラかたのぶ成長している

18　　マリーゴールド（混合）稟けいとう・けいとうを椀物規の花壇へ定植

19　　中庭の花壇など4ヶ所へ薄氷　以後数日おきに潅水

27　　花壇の除草　かつこうあざみを生物室前へ移纏

先月定栂した百日草が半分ほど枯れてしまった　テランセラの成長もにぶってきた

8月　除草と潅水を数日おきにした

9月　r春咲き草花の手入れ」

1　デージーを箱まきに　シネラリアを鉢まきにした

ひまわりが台敵でほとんど倒れてし雷ったわで，種用を残して他をぬく

5　　石洋石竹を箱まきにする　デージーか発芽している

ら　　かっこうあざみを職員室前へ移植

9　　石竹・デージーの問引き（4分の1に減らす）シネラリアの発芽が不艮

14　　苗床の土の入れ替え，デージーの仮植え

15　　ノてンジー（アルペングロー・ラインゴムルド・コロネーショニ／ゴールド）の箱空き
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15　　苗床へ石竹（三寸・デライト）デージー（クリムノニ／・ホワイト・サーモンポール）

わすれ覆車（香・紫）かすみ草（白）を播く　　ノくンジー（レイクオブツン）金魚草

l紅・桃・オレンジ・黄・白）を符号きにする

18　　金せん花（中買）を苗床へ　ラッセルルビナス智鉢播きにする

19　　票牡丹（丸票・ちりめん）を苗床へ播く

石竹（≡寸・デライト）デージー3種　わすれた章　かすみ草が多数発芽

20　　ノ・：ンジー（赤・薗・背・紫）金魚草（紅・オレンジ・黄・白）の8再が発芽

22　　葉牡丹のちりめんが30本ほど発芽　金亀章の桃も発芽

25　　ノヾ／シーが各再とも80本程度でている　葉牡丹の丸霊か100本題上発芽している

29　　デージー　種翔C発芽が悪レつ　金せん花が150本産生出ている

10月

2　　花壇へ土入れ　マリーゴールド（黄・混合）が咲いている

5　　石竹・デージーを鉢植え（15鉢　にする　棍室へ入れる　アリッサムの播再

11　かすみ草の紅か発芽　アネモネ日20球）の桓えつけ　ラナンキュラスの定桔

花壇む整馳　肥料を入れる：盆嵐革牲韓気か虹いったためにウスプルンを散布

18　　夜集えのアネモネがほとんど発芽してし′1る

金魚葦（白・黄）の板植え　金せん花を生物室萌へ5〇五定植

ノて／ジー（アルペングロー・ラインゴールド）ひ濠使え

20　　金せん柁り定植，カンナ（白・赤）の植えかえ

22　　ラッセルルビナスを29本ほど定植　傘咲きルビナス・黄花ルビナスの植えつけ

デライト石竹・アネモネ（40本）の定植　ユリの球根を鉢植えにする（20鉢）

23　　かすみ草・妻牡丹・デージーの定植　わすれを草・三寸石竹を級自室雨へ

24　　チューリップ（紅・黄・白・索）を植える　アネモネの残りを定植

28　　一スイセンくラッノヾ・黄）の鉢植え（5鉢）

50　　テランセラ・アネモネ・チューリップ（30鉢）智温室へ入れる

莞牡丹へマラソン乳剤を撒布　金魚草（赤・オレンリ・黄）の定植

ノてンジー（コロネーシ′ヨンゴールド・ラインゴールド）の定植

壬E物室前の花壇の整備　カンナを株分けする

11月

3　　テランセラの鉢植え（20鉢）を温室へ入れる

4　　中庭の花壇‥・…花壇円のノくラの枝落し・マーガレット・ガーベラの株分け
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花壇智ブロックで酌む　ルビナス・かすみ草は：ヨトウガがつく

5　　鉢植えのエラブユリが芽を出す　ノてンジー（アルペングロー・レイクオブツン）・金魚革

（紅・黄・跳）・三寸石竹・デライト石竹を定栖

8　　アリッサム（混合）・かすみ草（桃）を苗床あとへ定植

隷蒋えにしたクロッカス・フリージャ・チューリップが芽を出す

莞牡丹（丸業）・デージーの移植

11　三寸石竹（15本）を鉢植えにする

12　　温室円の整理・‥…デージー・石竹へ追肥をする　鉢植えのテランセラが元気づいてきた

13　　金せん花に追肥をする　金魚軍にマラソユ／乳剤を緻布

ヨトウガによふ妓筈かようやく出をくたる

14　　紫ラン（．2〇株ほど）を栢物崇へ植える

15　　マーガレット・ガーノヾラを株分けする

19　　中歴の花成へブロックを並べる　スイセン（ラッノく・白）が発芽

忘れた章・デライト石竹・アリッサムを首床のあとへ定植

22　　霊室円の猿等‾

25　　チューリップ（乱・杭・白・爵・紫）だ〕球槙35球を賢帝え：′てする

ユリを温憲へ入れる　ラッノヾスイセンひ鉢うえが発芽している

50　　かすみ草（炭・白　老肯床ごとへ植える　花塚細土入れ

12月

4　　葉牡丹と温室円のトウワタへエンドリンを撒布

10　　アリプサムが白・紫の花をつけている　かすみ草（白）がだいぶ成長してレ1る

金せん花へ追肥をやる

17　　デーシーか1鉢つはみをつける

18　　ノベンジーか2鉱つぼみをつける

20　　アリッサムを首床から温室円の鉢へ

22　　デージーにマラソン乳剤を撒布　ノヾンジーが5鈷つぼみをつけてレ1る

28　　デージー（温室円の鉢樋え）が開花
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生物部1年間の活動記録

大　原　賢　二

4月

111年生に対してのクラブ紹介。 佼歴のヤナギ∈′てて，コムラすキの幼虫を採集

18部員総数47名と在る。 部会を鋤き，野間岳採集会の計画

22採集会の蜂梼

23採箋会（新入部員放迎合）

場所：専門岳

審載l人員：23名

24採貨品の整理

5月

竹澤梅社へ軽の採長にLへく

ま1日遠足の経，誉班長

場所：指宿部千首平

日2年部員，竹田神社の啓こ採貨と，池のプランクトン採集

242箪男子，竹田神社の森にある蝶レ′J食草の種抜孟I封菅

2E，部会を識（，第2回採気嚢受ついて

2己第2回採束褒

勘所：久志一坊ノ津

参郡人員：16名

31「でのせJ4号を48滴，他校へ送る

5月

1竹田神社へ採集に行く（煤，植物）

12竹田神社からの草花の処理

23高校付近の昆虫採集

27竹田神社へ採採集に行く

7月

12吹上町伊作の迫田さんの所へ，ヨツポシカミキリの語をききに行く（大腺，出釆）

1d秋臼へ行き，リュウキュウムラサキ．ギンモンウスキチョウ，ツマベニチョウなどを目撃

する。 （大原，出釆，染川）

19部会を胸く，夏休みの淵菅会について，目的地「秋日」と決定

23竹田神社へ蚊採集に行く

一銅－



8月

9　　秋目泌査会について，先発隊とのうちあわせ

告 秋自調査会

12J参刃口人員：19名

17枕崎へイワダレソウを探しに行く（大原，出来）

24竹田神社へ炊採集もて行く

30枕崎の山崎さんのお宅へ行ってカバマダラやアオタテハモドキの語をきく（大原，出釆）

9月

24大酒でクテハモドキを採集する

262丘男子d名で大病へメテハモドキを探針・てレトJたが収麓たし

28竹田神社へ媒採集

10月

222徳男子5名で大当～大浦へ媒採集に行く

29竹田神社へ虹採集に行く

11月

1文化祭の会場作り

2文化祭約1遁措1後「まのせ」の編集計画をたてる

252年男子の瞑折る名，授児島昆虫同好会総会に参刀口

12月

25ゴマダヲチョウの越冬幼虫を採る
19d84車

1月

2大浦でギョポク発見（大原，出来）

（2学期は主に花園の方をやったので記録が少ない）1947

く1年佃を振りかえって＞

部員もちょうど枯動しやすいぐらいの人数であったが，中枢部が一方にかたまったため，クラブ

が喋に傾レ1てレ1たこと法否定できない。 悪いことで法定いが，もつと多彩な方がよかったと思う。

また，1年生の男子部員が2～3人しかいないことは淋しい限りである。 採集会，藷杏会はたいた

叫屁塙たったと思うが，報文をみてわかるように，植物の方が少し淋しい。 2学期に採集会をやら

なかったことは，中枢部の任務怠慢でした。 深く反省していです。 文化祭は全員りっばにやってく

れたと思う。たた，前にも書いたが，1征問の自分の記録を文化祭で発表するというように覆るこ

とを希望する。

一宮5－



生　物　部　員　名　綽

5茸三 揖　屋　催　一

束　辻　和　行

吉　留　耕　造

昂　楕　既　刊

諏　訪　誠一郎

竹ノ円　厨　子

有　木　まち子

窪　出　美　里

佐　伯　仲　子

鮫　島　潤　子

天　一周　裕　子

吉　元　成　子

竹　下　しづか

（1958年2月現在）44名

顧問　　新　山　茂　久

：樺　太　孝　放

2培　　大　原　賢　二

出　来　三相　絵

本　　　洋　一

閏　元　利　粟

井　料　三相　人

染　川　勝　夫

玉　出　　　濯

寺　崎　逆　手

中　村　慧丁子

．格　　知　子

立　石　俊　子

野　田　民　子

上　床　美知子

大　竹　由香里

安　楽　慶　子

－86－

1箆　　尾　辻　公　一

平　川　忠　久

竹　崎　秀　一

枢　留　賓　郎

今　村　碍　秀

竹ノ円　久　子

山　門　厨　子

覇・田：菜千代

川　崎　湖東子

伊　東　貴　子

本　坊　和　代

新　田　ゆり子

山　口　光　子

崎　山　幸　子

本　坊　真智子

甲豊国　英　子
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i「でのせ」もどうやら5才と，をクでした。何とか尭輩方に隼すかしくを廿「でのせ」

r
を作りたいよそれが部員全員の願いでした。こう．：してできあ牟った原稿を見て，みん

1
なよノく亘ってくれた，と本当定購しいです，この5号は，、すべて－、或々の手でやった．
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1
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と・、も「と感轟して大日如1－言恒マ考叫ノ

J忠笑に見ウめ七いく．・きび心い′餞然科壷部癌であることを希望します。

最後に「麿轡方を轟多l車、ぁ・車彿示・毎一高深く牟

礼聖長けると轡今車と言ろし． く御指導く元高よう卦願い致し・です。

（大ノ涼′′茸ニ）
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